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農
蜜
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平成5年度一般会計予算

31億2，800万円1
（対前年比5．4％増）

　
　
　
　
　
、
月
．
黒
桝
講
慰
が
月
八
繕
か
ら

　
　
　
十
一
鷺
（
縫
篠
は
休
会
）
ま
で
腿
催

　
　
　
さ
れ
、
葬
戒
鷺
罫
痩
の
鱒
野
籔
を
中

　
　
　
心
に
審
義
が
灯
わ
れ
童
し
た
。

　
　
　
　
平
成
流
年
慶
の
一
般
会
卜
♪
盤
は

　
　
　
繭
舞
度
当
初
予
漁
と
比
較
し
て
、
…

　
　
　
億
六
、
〇
九
八
だ
　
碧
円
多
い
、
．
二

　
　
　
億
二
、
八
○
○
万
附
と
な
り
ま
し
た
、

　
　
　
　
単
成
瓢
舞
度
の
目
翼
郵
嚢
は
、
脅

　
　
　
秋
稼
勤
予
避
の
ッ
イ
ス
セ
ン
タ
…
と
、

　
　
　
湯
山
に
建
設
予
定
の
混
搬
熱
利
用
灘

　
　
　
蜜
、
繭
浦
田
地
猟
（
、
田
・
北
浦
繊
・

　
　
　
繭
之
蔚
）
の
営
農
飲
雑
用
水
施
設
で

　
　
　
す
。

　
　
　
　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
…
は
松
之
露
の
巳

鍔
　
門
　
勉
粥

暫
知
野
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ぞ
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．
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⑯
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．
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…
…
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言

”
兄
－

孫
億

鍵
ウ
論
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哨

ドザドぬのロハゆロ　ザロ　　ドい　　ハロぼ　ハ　ド　いサいし　　

し

1．蚤算の内墾

之
下
線
地
内
に
建
設
さ
れ
、
騨
隼
慶

は
建
物
黒
窮
、
脅
年
慶
は
九
屑
稼
渤

を
霞
標
に
乾
燥
機
材
の
£
事
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　
混
泉
熱
利
用
漏
窺
は
、
特
溺
養
護

老
人
ホ
ー
ム
不
艦
麟
の
横
頓
建
鰍
さ

れ
る
予
．
疋
ぐ
す
。

　
温
黒
は
鉄
骨
造
り
で
ガ
ラ
ス
張
り
、

彌
積
は
一
羅
　
が
で
す
．

　
熱
源
に
は
、
馨
成
。
、
年
九
月
湯
由

で
湧
繊
し
た
漏
泉
を
利
胴
し
、
冬
で

も
窯
ー
カ
十
煮
℃
以
上
に
な
る
よ
う

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
薦
浦
田
地
賦
の
営
農
飲
雑
胴
水
施

設
瓢
箏
は
今
年
度
か
　
始
ま
り
、
今

圏魔支出金・その飽
2億8，489万4千門

　（9．聖％〉

秘
＼
鯉
／

趨
鐙
罵

　
　
　
　
　
　
支
裕
U

　
　
　
　
　
　
監
臆
ー

　地方交付税

16億三，700万円

　　〈51．7％〉

年
は
取
水
施
設
・
樽
水
管
・
醗
水
池

£
事
が
予
足
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
営
農
飲
雑
用
水
施
設
が
．
澱
成

す
る
と
、
騎
内
の
水
道
普
及
率
は
八

○
％
に
達
す
る
兇
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
下
水
道
翼
業

特
劉
裳
計
が
薪
設
さ
れ
、
下
水
道
纂

業
に
添
格
的
慰
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
、

　
環
梅
の
ナ
醸
で
は
第
｝
期
欝
、
爾
区

域
（
松
之
山
・
兎
鶯
・
新
山
・
湯
鋤
・

湯
本
・
天
水
越
・
天
水
鶴
）
は
、
命

年
農
か
ら
十
｝
館
ま
で
の
七
か
驚
計

爾
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終
わ
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せ
る
予
建
で
す
、
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綱
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懲
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．
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む
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恥費会
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（5．2タ6〉
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サ
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タ
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鳳
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び
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す
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条
例
、
公
共
ド
水
道

蔀
業
特
鋼
烈
譜
条
例
な
ど
が
制
竃
春

れ
豪
し
た
。

　
条
例
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の
改
蕉
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な
も
の
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町
長
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役
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特
甥

職
の
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圏
月
…
穣
よ
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引
き
上

げ
ら
れ
る
箏
に
な
り
、
条
綱
の
一
部

が
改
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さ
れ
ま
し
た
。

　
｝
般
質
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は
五
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の
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愚
が
行
い

ま
し
た
が
、
く
わ
し
く
は
議
会
だ
よ

り
で
紹
介
さ
れ
ま
す
．

ノ
，

4

』　　5億8，898万王千円
　　　（王8．8％）

　　　　　桑

　　　　　　【の強

土木費
3億8，721規千円

　（！2．毒96）　　　1
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○
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縢
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濡
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等
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潟
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事
業
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〇
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営
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成
金

　
　
　
　
　
　
二
、
　
｝
瓢
黒
六
万
円

Q
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地
改
良
事
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補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○
万
円

○
農
遵
濁
愛
立
地
区
・
天
水
島
地
磁

　
工
慕
　
　
　
　
閥
、
五
鷺
一
万
円

o
滋
泉
熱
利
罵
温
窯
工
轟

　
　
　
　
　
　
　
瓢
、
闘
〇
五
万
円

○
茜
浦
田
地
麗
営
騰
飲
雑
期
水
施
設

　
整
備
纂
叢
　
　
九
、
○
一
〇
万
円

▼
商
工
費

o
地
方
産
業
欝
成
資
金
黛
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
〇
万
円

▼
土
木
費

○
道
歌
㎜
新
轟
弊
改
慮
ハ
費
　
（
バ
件
）

　
　
　
　
　
　
蓋
、
七
六
一
万
円

○
湯
本
兎
窺
線
改
輿
工
事
ほ
か
｝
件

　
　
　
　
　
　
毛
、
セ
八
○
万
円

○
辮
上
華
更
新
（
二
饗
）

　
　
　
　
　
　
　
二
、
○
○
○
万
円

▼
教
育
費

○
松
之
由
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
更

　
新
　
　
　
　
　
　
遡
九
〇
万
門

○
松
之
山
中
学
校
大
親
模
改
造
纂
業

　
　
　
　
　
　
　
六
、
○
二
七
　
カ
㎜
肖

鑓
翻
議
饗
懸
藻
響
魏
灘
轟
懸
難
雛

▽
特
劉
職
等
の
報
酬

　
　
　
　
　
　
引
き
上
げ

＠
特
罰
職

＠
町
議
会
議
員

○
窮
蓬

○
助
役

o
教
葎
長

○
議
長

　
六
置
三
、
○
○
○
｝
門

（
二
万
九
千
円
ア
ッ
プ
）

　
烈
ニ
ニ
、
○
○
○
円

く
二
万
三
千
円
ア
ッ
プ
）

　
照
七
七
、
○
○
○
円

（
瓢
万
八
千
円
ア
ッ
プ
）

　
二
〇
九
、
○
○
○
円

　
　
（
九
千
円
ア
ッ
プ
）

1》下水道事業　　　3，584万7千円

O
副
議
擾
　
　
　
一
六
“
瓢
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
（
七
千
円
ア
ッ
プ
）

○
婁
鰻
長
　
　
…
鵬
九
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
（
七
千
円
ア
ツ
プ
〉

○
識
轟
　
　
　
｝
闘
眼
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
（
七
千
円
ア
ッ
プ
）

※
照
月
…
鷺
よ
り
実
施

▽
国
保
の
葬
祭
費

　
　
　
　
　
　
引
き
上
げ

　
闘
月
榊
黛
よ
り
園
保
舶
入
餐
の
葬

祭
費
が
、
二
万
円
か
ら
三
万
円
紀
引

き
灘
げ
ら
れ
ま
む
た
。

平成5年度
　特馴会計予算

跨国蔑健康保険

　○事業勘建　3億三78万8千霧

　○松之山診療所勘建

　　　　　　　2億9，221万9千門

慶老入保健　　　3億7，597万1千円

O》簡易水道事業　　3，236万胃

慎婁な審議が行われた3月定例議会

傍聴席には大勢の方が諾めかけました
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哨

ドザドぬのロハゆロ　ザロ　　ドい　　ハロぼ　ハ　ド　いサいし　　

し

1．蚤算の内墾

之
下
線
地
内
に
建
設
さ
れ
、
騨
隼
慶

は
建
物
黒
窮
、
脅
年
慶
は
九
屑
稼
渤

を
霞
標
に
乾
燥
機
材
の
£
事
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　
混
泉
熱
利
用
漏
窺
は
、
特
溺
養
護

老
人
ホ
ー
ム
不
艦
麟
の
横
頓
建
鰍
さ

れ
る
予
．
疋
ぐ
す
。

　
温
黒
は
鉄
骨
造
り
で
ガ
ラ
ス
張
り
、

彌
積
は
一
羅
　
が
で
す
．

　
熱
源
に
は
、
馨
成
。
、
年
九
月
湯
由

で
湧
繊
し
た
漏
泉
を
利
胴
し
、
冬
で

も
窯
ー
カ
十
煮
℃
以
上
に
な
る
よ
う

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
薦
浦
田
地
賦
の
営
農
飲
雑
胴
水
施

設
瓢
箏
は
今
年
度
か
　
始
ま
り
、
今

圏魔支出金・その飽
2億8，489万4千門

　（9．聖％〉

秘
＼
鯉
／

趨
鐙
罵

　
　
　
　
　
　
支
裕
U

　
　
　
　
　
　
監
臆
ー

　地方交付税

16億三，700万円

　　〈51．7％〉

年
は
取
水
施
設
・
樽
水
管
・
醗
水
池

£
事
が
予
足
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
営
農
飲
雑
用
水
施
設
が
．
澱
成

す
る
と
、
騎
内
の
水
道
普
及
率
は
八

○
％
に
達
す
る
兇
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
下
水
道
翼
業

特
劉
裳
計
が
薪
設
さ
れ
、
下
水
道
纂

業
に
添
格
的
慰
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
、

　
環
梅
の
ナ
醸
で
は
第
｝
期
欝
、
爾
区

域
（
松
之
山
・
兎
鶯
・
新
山
・
湯
鋤
・

湯
本
・
天
水
越
・
天
水
鶴
）
は
、
命

年
農
か
ら
十
｝
館
ま
で
の
七
か
驚
計

爾
で
終
わ
ら
せ
る
予
建
で
す
、

　
粂
醐
の
綱
足
で
は
、
特
劉
養
護
懲

　
　
　
円
鮒

飽
千
汐

〉
郭
0

¢
万
α

．

燦
む

費
謁

工
榴

簡
3

恥費会

衛磁費

臆6，293万妊円　　議
（5．2タ6〉

人
ホ
ー
ム
不
老
闇
に
併
設
さ
れ
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
藍
鳳
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
、
公
共
ド
水
道

蔀
業
特
鋼
烈
譜
条
例
な
ど
が
制
竃
春

れ
豪
し
た
。

　
条
例
等
の
改
蕉
で
曳
な
も
の
は
、

町
長
以
下
、
役
及
び
議
饅
な
ど
特
甥

職
の
報
醜
が
圏
月
…
穣
よ
り
引
き
上

げ
ら
れ
る
箏
に
な
り
、
条
綱
の
一
部

が
改
蕉
さ
れ
ま
し
た
。

　
｝
般
質
問
は
五
人
の
譲
愚
が
行
い

ま
し
た
が
、
く
わ
し
く
は
議
会
だ
よ

り
で
紹
介
さ
れ
ま
す
．

ノ
，

4

』　　5億8，898万王千円
　　　（王8．8％）

　　　　　桑

　　　　　　【の強

土木費
3億8，721規千円

　（！2．毒96）　　　1

＼　　　厩盤費　　　　＼
　　　　4億4，249万3千円

　　　　　（14．1％）

又

▼
総
務
費

o
共
岡
無
雲
駐
車
場
工
覇

　
　
　
　
　
　
囲
、
　
二
六
〇
万
門

○
霧
舛
策
ブ
ル
ド
…
ザ
・
小
型
除
霧

機
二
、
二
　
○
万
円

▼
民
生
費

○
老
人
デ
イ
サ
…
ビ
ス
運
営
幕
業
婆

　
説
料
　
　
　
　
　
　
｝
、
　
七
バ
〇
一
力
〔
門
・

▼
衛
生
費

o
成
人
病
予
防
検
診
等
姦
種
検
診
婁

　
託
料
　
　
　
　
｝
、
八
縢
○
万
円

○
灘
南
地
域
衛
盤
施
設
組
合
亀
担
金

　
　
　
　
　
　
　
顯
、
八
七
、
万
門

▼
農
林
水
産
業
費

○
由
轡
農
業
濡
性
化
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
三
一
力
円

○
山
闘
地
等
新
潟
米
生
産
濡
性
化
緊

　
急
対
策
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
…
、
〇
五
〇
芳
円

○
松
之
山
町
農
協
低
温
倉
檬
建
設
補

　
助
金
　
　
　
　
　
薦
○
○
万
円

o
乾
燥
調
整
施
設
整
備
纂
業
費
補
助

　
金
　
　
　
　
　
七
、
瓢
○
○
万
円

○
亀
石
線
林
道
改
築
L
翼
等

　
　
　
　
　
　
　
八
、
｝
九
九
万
円

o
燦
営
農
免
農
道
浦
田
地
鷺
魚
担
金

　
　
　
　
　
　
　
…
、
二
九
〇
万
円

O
県
営
松
璽
か
ん
ば
い
馨
業
助
成
金

　
　
　
　
　
　
二
、
　
｝
瓢
黒
六
万
円

Q
町
轍
烹
地
改
良
事
叢
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○
万
円

○
農
遵
濁
愛
立
地
区
・
天
水
島
地
磁

　
工
慕
　
　
　
　
閥
、
五
鷺
一
万
円

o
滋
泉
熱
利
罵
温
窯
工
轟

　
　
　
　
　
　
　
瓢
、
闘
〇
五
万
円

○
茜
浦
田
地
麗
営
騰
飲
雑
期
水
施
設

　
整
備
纂
叢
　
　
九
、
○
一
〇
万
円

▼
商
工
費

o
地
方
産
業
欝
成
資
金
黛
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
〇
万
円

▼
土
木
費

○
道
歌
㎜
新
轟
弊
改
慮
ハ
費
　
（
バ
件
）

　
　
　
　
　
　
蓋
、
七
六
一
万
円

○
湯
本
兎
窺
線
改
輿
工
事
ほ
か
｝
件

　
　
　
　
　
　
毛
、
セ
八
○
万
円

○
辮
上
華
更
新
（
二
饗
）

　
　
　
　
　
　
　
二
、
○
○
○
万
円

▼
教
育
費

○
松
之
由
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
更

　
新
　
　
　
　
　
　
遡
九
〇
万
門

○
松
之
山
中
学
校
大
親
模
改
造
纂
業

　
　
　
　
　
　
　
六
、
○
二
七
　
カ
㎜
肖

鑓
翻
議
饗
懸
藻
響
魏
灘
轟
懸
難
雛

▽
特
劉
職
等
の
報
酬

　
　
　
　
　
　
引
き
上
げ

＠
特
罰
職

＠
町
議
会
議
員

○
窮
蓬

○
助
役

o
教
葎
長

○
議
長

　
六
置
三
、
○
○
○
｝
門

（
二
万
九
千
円
ア
ッ
プ
）

　
烈
ニ
ニ
、
○
○
○
円

く
二
万
三
千
円
ア
ッ
プ
）

　
照
七
七
、
○
○
○
円

（
瓢
万
八
千
円
ア
ッ
プ
）

　
二
〇
九
、
○
○
○
円

　
　
（
九
千
円
ア
ッ
プ
）

1》下水道事業　　　3，584万7千円

O
副
議
擾
　
　
　
一
六
“
瓢
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
（
七
千
円
ア
ッ
プ
）

○
婁
鰻
長
　
　
…
鵬
九
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
（
七
千
円
ア
ツ
プ
〉

○
識
轟
　
　
　
｝
闘
眼
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
（
七
千
円
ア
ッ
プ
）

※
照
月
…
鷺
よ
り
実
施

▽
国
保
の
葬
祭
費

　
　
　
　
　
　
引
き
上
げ

　
闘
月
榊
黛
よ
り
園
保
舶
入
餐
の
葬

祭
費
が
、
二
万
円
か
ら
三
万
円
紀
引

き
灘
げ
ら
れ
ま
む
た
。

平成5年度
　特馴会計予算

跨国蔑健康保険

　○事業勘建　3億三78万8千霧

　○松之山診療所勘建

　　　　　　　2億9，221万9千門

慶老入保健　　　3億7，597万1千円

O》簡易水道事業　　3，236万胃

慎婁な審議が行われた3月定例議会

傍聴席には大勢の方が諾めかけました

5



I
O
の
ー

輪
周
集
記
念
ス
鵡
ー
カ
ー
三
戴

鷺
月
二
十
八
繍
松
之
由
温
泉
ス
キ

ー
協
ぐ
、
策
十
購
舩
之
山
潟
承
ス
キ

ー
カ
…
ニ
バ
ル
・
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア

ル
ベ
ン
大
会
が
行
オ
れ
豪
し
た
。

ム
罫
は
ス
キ
ー
カ
！
轟
バ
ル
牽
周

年
に
当
り
、
し
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
と
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
シ
翼
ー
が
行
わ
れ
蜜
し

た
．　

ト
ラ
ン
プ
や
ハ
ン
カ
チ
を
捜
っ
た

マ
ジ
ッ
ク
で
は
、
次
ぐ
紅
磁
て
く
ブ

ト
ラ
ン
ブ
や
鳩
辞
鷺
い
て
い
濠
し
た
．

　
金
暦
嫉
の
輸
を
つ
な
い
だ
瞬
取
り

は
ず
す
マ
ジ
ッ
ク
で
は
、
観
客
か
ら

　
　

講礫
辮

なマジックに大きな拍手が送られました

　
糠
繊
り

霧
難鰯

輪
に
仕
掛
け
が
な
い
こ
と
を
調
ベ
ヅ
、

も
ら
い
ま
し
た
。

　
販
後
の
マ
ジ
ッ
ク
は
人
間
冨
誓
変
り

で
、
紐
を
か
け
ら
れ
た
箱
の
申
の
人

と
約
、
秒
で
入
れ
代
り
、
　
　
　
ー

雰
を
受
け
て
い
豪
し
た
．

　
ち
び
ノ
こ
が
大
好
き
な
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
シ
ョ
ー
は
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
か

う
必
殺
枝
の
ス
ペ
シ
ュ
ー
ム
光
線
の

や
り
方
を
教
わ
り
象
し
た
。

　
ま
た
、
楼
獣
と
遊
ん
だ
り
や
っ
つ

け
た
り
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
悪

い
怪
獣
に
捕
ま
っ
た
ナ
供
を
助
け
る

た
め
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
怪
獣
の
死

轟

顯
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
シ
撫
…
が
終
る
と
サ
イ
ン
会
や
搬

影
瓜
が
行
わ
れ
、
受
付
に
は
子
供
た

ち
の
畏
い
行
遡
が
で
き
ま
し
た
。

昧
の
乳
店
街
は
開
鷹
レ
岡
陣
ー
混

み
は
じ
め
、
お
昼
ま
で
～
売
切
れ
て

し
ま
う
店
も
あ
り
豪
し
た
。

　
ゲ
レ
ン
デ
で
は
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア

ル
ベ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
小
学
焦
か

ら
…
般
ま
で
約
、
、
○
○
嶺
の
方
が
タ

イ
ム
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
強
い
総
差
し
を
浴
び

な
が
ら
、
｝
○
○
分
の
一
秒
養
に
一

】
f
憂
し
て
い
ま
し
た
。

灘

「ウルトラマン頑張れ」という大きな声援が

送られました

豊．贈す鮒麓

寵快な怪獣と楽しいゲームをしました

雌

透

と号時刻表さる、
》

　
り

諺
翻

騨
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I
O
の
ー

輪
周
集
記
念
ス
鵡
ー
カ
ー
三
戴

鷺
月
二
十
八
繍
松
之
由
温
泉
ス
キ

ー
協
ぐ
、
策
十
購
舩
之
山
潟
承
ス
キ

ー
カ
…
ニ
バ
ル
・
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア

ル
ベ
ン
大
会
が
行
オ
れ
豪
し
た
。

ム
罫
は
ス
キ
ー
カ
！
轟
バ
ル
牽
周

年
に
当
り
、
し
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
と
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
シ
翼
ー
が
行
わ
れ
蜜
し

た
．　

ト
ラ
ン
プ
や
ハ
ン
カ
チ
を
捜
っ
た

マ
ジ
ッ
ク
で
は
、
次
ぐ
紅
磁
て
く
ブ

ト
ラ
ン
ブ
や
鳩
辞
鷺
い
て
い
濠
し
た
．

　
金
暦
嫉
の
輸
を
つ
な
い
だ
瞬
取
り

は
ず
す
マ
ジ
ッ
ク
で
は
、
観
客
か
ら

　
　

講礫
辮

なマジックに大きな拍手が送られました

　
糠
繊
り

霧
難鰯

輪
に
仕
掛
け
が
な
い
こ
と
を
調
ベ
ヅ
、

も
ら
い
ま
し
た
。

　
販
後
の
マ
ジ
ッ
ク
は
人
間
冨
誓
変
り

で
、
紐
を
か
け
ら
れ
た
箱
の
申
の
人

と
約
、
秒
で
入
れ
代
り
、
　
　
　
ー

雰
を
受
け
て
い
豪
し
た
．

　
ち
び
ノ
こ
が
大
好
き
な
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
シ
ョ
ー
は
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
か

う
必
殺
枝
の
ス
ペ
シ
ュ
ー
ム
光
線
の

や
り
方
を
教
わ
り
象
し
た
。

　
ま
た
、
楼
獣
と
遊
ん
だ
り
や
っ
つ

け
た
り
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
悪

い
怪
獣
に
捕
ま
っ
た
ナ
供
を
助
け
る

た
め
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
怪
獣
の
死

轟

顯
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
シ
撫
…
が
終
る
と
サ
イ
ン
会
や
搬

影
瓜
が
行
わ
れ
、
受
付
に
は
子
供
た

ち
の
畏
い
行
遡
が
で
き
ま
し
た
。

昧
の
乳
店
街
は
開
鷹
レ
岡
陣
ー
混

み
は
じ
め
、
お
昼
ま
で
～
売
切
れ
て

し
ま
う
店
も
あ
り
豪
し
た
。

　
ゲ
レ
ン
デ
で
は
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア

ル
ベ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
小
学
焦
か

ら
…
般
ま
で
約
、
、
○
○
嶺
の
方
が
タ

イ
ム
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
強
い
総
差
し
を
浴
び

な
が
ら
、
｝
○
○
分
の
一
秒
養
に
一

】
f
憂
し
て
い
ま
し
た
。

灘

「ウルトラマン頑張れ」という大きな声援が

送られました

豊．贈す鮒麓

寵快な怪獣と楽しいゲームをしました

雌

透

と号時刻表さる、
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り
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l
F
ゆ
ー

8

松
之
山
駐
在
所
訪
問
記

　
脳
月
よ
り
松
之
由
の
駐
筏
さ
ん
が

代
わ
り
ま
し
た
．

　
新
た
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
畑
，
孝
所
巡

嶽
狂
擬
を
、
イ
ン
タ
ゼ
訊
ー
形
式
で

紹
介
し
ま
す
。

＠
出
身
地
は

　
繭
蒲
療
郡
憾
田
臨
で
す
。

◎
前
任
地
は

鳳
終
本
部
で
鰹
舖
開
係
を
癬
ヨ
し

　
て
い
ま
し
た
．

＠
ご
家
族
は

　
妻
と
三
人
（
小
蜜
校
㎜
罫
圭
・
保

欝
所
き
り
ん
組
二
一
歳
）
の
女
の
ナ

で
す
。

⑥
警
察
官
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
動
機

　
は
侮
で
す
か

　
子
供
の
こ
ろ
か
・
鰍
．
察
嘗
に
な
る

の
が
夢
で
し
た
寮

　
初
め
て
制
賑
を
癬
た
と
㌔
は
、
塞

嶽
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
．

鯉

蜜所疋彦巡竃部長

＠
趣
味
は

　
海
釣
で
す
．

　
ス
ボ
ー
ツ
は
野
球
が
好
き
で
す
。

（
轍
〈
無
隔
ん
は
バ
レ
…
ボ
ー
ル
と
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
が
好
き
だ
そ
う
で
す
〉

＠
管
轄
度
域
の
印
象
は

　
来
た
ば
か
り
で
良
く
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
人
傭
昧
の
あ
る
親
切
な
人
が

多
い
と
懇
じ
豪
し
た
の

　
ま
た
、
螺
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
、
曲
．
．
か
な
縢
然
に
恵
ま
れ

た
駈
だ
と
思
い
ま
し
た
。

◎
み
な
さ
ん
に
τ
署

　
初
め
て
の
駐
在
翫
勤
務
で
侮
も
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
～
蓋
懸
命
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
瀬
い
し
豪
す
静

　
駿
蕉
勝
の
近
く
ま
で
来
ら
れ
ま
し

た
　
陣
欺
軽
に
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。
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『

　
　
所
さ
ん
ご
夫
妻
は
ス
雛
…
ツ
が

好
き
な
の
で
、
．
鐸
を
掛
け
て
も
ら
え

れ
ま
欝
ん
で
熱
舶
す
る
そ
つ
で
す
。

　
ま
た
、
由
漿
取
り
を
し
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
由
へ
行
く
と
き
は
さ
そ

っ
て
ほ
し
い
そ
う
で
す
。

　
、
織
さ
く
な
駐
撫
さ
ん
で
す
の
で
、

　
き
ん
よ
ろ
し
く
お
験
い
し
ま
す
。

出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
方
は
異
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
跨
さ
ん
、

大
変
ご
曹
労
様
で
し
た
。

　
出
稼
ぎ
先
で
蕎
種
保
険
に
瀦
入
さ

れ
て
い
た
方
は
、
姦
纂
業
所
発
行
の

離
脱
駕
明
蹴
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
役

場
の
窓
欝
で
照
疑
健
康
保
険
撫
入
の

罫
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
先
へ
㊥
の
保
険
証

を
持
っ
て
行
か
れ
た
方
、
学
盈
で
就

職
さ
れ
た
方
は
㊥
の
保
険
誕
を
至
急

役
場
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
贋
療
機
関
で
診
療
を
受
け

る
蒋
は
、
月
一
園
保
険
証
を
必
ず
冤

せ
て
く
だ
さ
い
覇

　
保
険
譲
が
変
っ
て
、
ま
だ
新
し
い

保
険
証
が
手
元
に
鰯
い
て
い
な
い
場

禽
は
、
そ
の
讐
を
緩
療
機
関
の
窓
鐵

へ
串
し
出
て
く
だ
港
い
。

　
保
険
証
の
窮
替
え
が
遅
れ
た
り
、

蹉
療
機
関
へ
の
保
険
証
提
承
を
怠
る

と
、
鷹
療
費
が
全
額
自
己
負
撹
に
な

っ
た
り
、
二
重
に
講
求
さ
れ
た
り
し

濠
す
の
で
濾
意
し
て
く
だ
さ
い
。

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

　
　
岡
額
療
養
費
の
自
己
負
撫
限
度
額

　
が
甥
表
の
よ
フ
に
改
正
さ
れ
、
五
月

　
｝
欝
よ
り
受
診
さ
れ
る
鷹
療
費
か
ら

　
対
象
と
な
り
ま
す
．

　
　
賜
額
療
養
費
は
諜
税
難
帯
、
雰
繰

　
税
世
帯
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
蕩
額
療
養
費
に
は
多
数
該

　
轟
や
雛
帯
森
算
な
ど
の
綱
度
が
あ
り

　
ま
す
。

　
　
多
数
該
当
は
、
蹴
趨
蕎
額
が
牽
二

　
か
月
以
内
に
蕊
醐
あ
っ
た
場
点
、
四

　
翻
目
か
り
は
三
七
、
二
〇
〇
円
（
謙

　
税
惜
漏
帯
）
、
　
甲
　
縢
、
轟
ハ
○
○
円
（
雰
“
謙

　
税
世
帯
）
と
な
り
ま
す
。

　
　
世
帯
禽
算
は
、
諜
税
世
帯
で
飼
月

　
中
に
三
〇
、
○
○
○
円
以
上
の
…
部

　
負
撞
金
が
二
件
あ
っ
た
場
倉
、
森
算

㎜㎜㎜㎜哺㎜皿㎜㎜ゆ

｝㎜㎜
ハ

｝
囲

し
て
六
三
、
○
○
○
円
以
上
が
蔑
額

療
養
費
と
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
多
数
該
当
蕎
は
三
七
、

二
〇
〇
円
以
上
）

　
ま
た
、
非
課
税
世
帯
の
場
禽
は
、

岡
月
中
に
｝
二
、
○
○
○
円
以
上
の

…
部
負
担
金
が
二
件
あ
っ
た
場
禽
、

ム
算
し
て
三
五
、
圏
○
○
円
以
上
が

蕎
額
療
養
費
と
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
多
数
該
当
脅
は
二
難
、

轟
ハ
○
○
岡
口
以
・
卜
｛
）

　
な
お
、
一
無
聞
の
懸
療
費
が
一
定

額
以
上
の
蕩
額
に
な
る
と
、
税
の
購

蜜
で
鷹
療
擦
除
の
対
激
と
な
り
ま
す
。

　
病
院
の
窓
鶯
で
受
け
取
っ
た
領
収

鍛
は
、
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
．

く
わ
し
く
は
、
役
場
の
團
保
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

区　分 該当3か月未満
該当4か月以上
　（多数該i当）

課　税
63，000円

（60，000円〉

37，200円

（34，800円〉

非諜税
35，400円

（33，600円〉

24，600円

（23，400円〉

（〉内は4月受診分まで適幣

新しく来られた

　先生方を紹介します

　4月から各学校に、新たに澄任されま

した先生方です。

　みなさんよろしくお願いします。

（〉内は前征校

敬称は略させていただきました。

平田　敏貝

（蕊和村上杉ノ

教頭　佐藤清志
（上越布八千浦中）

校長　金井孝雄
　（大島材鳩小）

中村　則子
（畏岡布中島小）

校長　木沢敏明
（上教大附属中）

尾騎　　誠
（長岡市西中〉

露

良
〉

基
高

　
松

井
粒

広
（

≧雀灘陰1
　増由てつ志
　　（加茂嵩）

勲
　　■ノ、，

“灘』

　長尾倫章
　（穴臼時女子高）

劃翻』
　　渡辺　毒也
　　　（毅採罵）

校長　丸田澄夫
（板禽町宮島小）

著木　直弘
（長岡市中島小）

γつ
㌧」

解
》

　
　
　
群
4

翰
　
（

　国中由利子
（上越斎直江津爾小）

9



l
F
ゆ
ー
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松
之
山
駐
在
所
訪
問
記

　
脳
月
よ
り
松
之
由
の
駐
筏
さ
ん
が

代
わ
り
ま
し
た
．

　
新
た
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
畑
，
孝
所
巡

嶽
狂
擬
を
、
イ
ン
タ
ゼ
訊
ー
形
式
で

紹
介
し
ま
す
。

＠
出
身
地
は

　
繭
蒲
療
郡
憾
田
臨
で
す
。

◎
前
任
地
は

鳳
終
本
部
で
鰹
舖
開
係
を
癬
ヨ
し

　
て
い
ま
し
た
．

＠
ご
家
族
は

　
妻
と
三
人
（
小
蜜
校
㎜
罫
圭
・
保

欝
所
き
り
ん
組
二
一
歳
）
の
女
の
ナ

で
す
。

⑥
警
察
官
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
動
機

　
は
侮
で
す
か

　
子
供
の
こ
ろ
か
・
鰍
．
察
嘗
に
な
る

の
が
夢
で
し
た
寮

　
初
め
て
制
賑
を
癬
た
と
㌔
は
、
塞

嶽
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
．

鯉

蜜所疋彦巡竃部長

＠
趣
味
は

　
海
釣
で
す
．

　
ス
ボ
ー
ツ
は
野
球
が
好
き
で
す
。

（
轍
〈
無
隔
ん
は
バ
レ
…
ボ
ー
ル
と
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
が
好
き
だ
そ
う
で
す
〉

＠
管
轄
度
域
の
印
象
は

　
来
た
ば
か
り
で
良
く
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
人
傭
昧
の
あ
る
親
切
な
人
が

多
い
と
懇
じ
豪
し
た
の

　
ま
た
、
螺
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
、
曲
．
．
か
な
縢
然
に
恵
ま
れ

た
駈
だ
と
思
い
ま
し
た
。

◎
み
な
さ
ん
に
τ
署

　
初
め
て
の
駐
在
翫
勤
務
で
侮
も
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
～
蓋
懸
命
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
瀬
い
し
豪
す
静

　
駿
蕉
勝
の
近
く
ま
で
来
ら
れ
ま
し

た
　
陣
欺
軽
に
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
所
さ
ん
ご
夫
妻
は
ス
雛
…
ツ
が

好
き
な
の
で
、
．
鐸
を
掛
け
て
も
ら
え

れ
ま
欝
ん
で
熱
舶
す
る
そ
つ
で
す
。

　
ま
た
、
由
漿
取
り
を
し
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
由
へ
行
く
と
き
は
さ
そ

っ
て
ほ
し
い
そ
う
で
す
。

　
、
織
さ
く
な
駐
撫
さ
ん
で
す
の
で
、

　
き
ん
よ
ろ
し
く
お
験
い
し
ま
す
。

出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
方
は
異
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
跨
さ
ん
、

大
変
ご
曹
労
様
で
し
た
。

　
出
稼
ぎ
先
で
蕎
種
保
険
に
瀦
入
さ

れ
て
い
た
方
は
、
姦
纂
業
所
発
行
の

離
脱
駕
明
蹴
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
役

場
の
窓
欝
で
照
疑
健
康
保
険
撫
入
の

罫
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
先
へ
㊥
の
保
険
証

を
持
っ
て
行
か
れ
た
方
、
学
盈
で
就

職
さ
れ
た
方
は
㊥
の
保
険
誕
を
至
急

役
場
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
贋
療
機
関
で
診
療
を
受
け

る
蒋
は
、
月
一
園
保
険
証
を
必
ず
冤

せ
て
く
だ
さ
い
覇

　
保
険
譲
が
変
っ
て
、
ま
だ
新
し
い

保
険
証
が
手
元
に
鰯
い
て
い
な
い
場

禽
は
、
そ
の
讐
を
緩
療
機
関
の
窓
鐵

へ
串
し
出
て
く
だ
港
い
。

　
保
険
証
の
窮
替
え
が
遅
れ
た
り
、

蹉
療
機
関
へ
の
保
険
証
提
承
を
怠
る

と
、
鷹
療
費
が
全
額
自
己
負
撹
に
な

っ
た
り
、
二
重
に
講
求
さ
れ
た
り
し

濠
す
の
で
濾
意
し
て
く
だ
さ
い
。

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

　
　
岡
額
療
養
費
の
自
己
負
撫
限
度
額

　
が
甥
表
の
よ
フ
に
改
正
さ
れ
、
五
月

　
｝
欝
よ
り
受
診
さ
れ
る
鷹
療
費
か
ら

　
対
象
と
な
り
ま
す
．

　
　
賜
額
療
養
費
は
諜
税
難
帯
、
雰
繰

　
税
世
帯
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
蕩
額
療
養
費
に
は
多
数
該

　
轟
や
雛
帯
森
算
な
ど
の
綱
度
が
あ
り

　
ま
す
。

　
　
多
数
該
当
は
、
蹴
趨
蕎
額
が
牽
二

　
か
月
以
内
に
蕊
醐
あ
っ
た
場
点
、
四

　
翻
目
か
り
は
三
七
、
二
〇
〇
円
（
謙

　
税
惜
漏
帯
）
、
　
甲
　
縢
、
轟
ハ
○
○
円
（
雰
“
謙

　
税
世
帯
）
と
な
り
ま
す
。

　
　
世
帯
禽
算
は
、
諜
税
世
帯
で
飼
月

　
中
に
三
〇
、
○
○
○
円
以
上
の
…
部

　
負
撞
金
が
二
件
あ
っ
た
場
倉
、
森
算

㎜㎜㎜㎜哺㎜皿㎜㎜ゆ

｝㎜㎜
ハ

｝
囲

し
て
六
三
、
○
○
○
円
以
上
が
蔑
額

療
養
費
と
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
多
数
該
当
蕎
は
三
七
、

二
〇
〇
円
以
上
）

　
ま
た
、
非
課
税
世
帯
の
場
禽
は
、

岡
月
中
に
｝
二
、
○
○
○
円
以
上
の

…
部
負
担
金
が
二
件
あ
っ
た
場
禽
、

ム
算
し
て
三
五
、
圏
○
○
円
以
上
が

蕎
額
療
養
費
と
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
多
数
該
当
脅
は
二
難
、

轟
ハ
○
○
岡
口
以
・
卜
｛
）

　
な
お
、
一
無
聞
の
懸
療
費
が
一
定

額
以
上
の
蕩
額
に
な
る
と
、
税
の
購

蜜
で
鷹
療
擦
除
の
対
激
と
な
り
ま
す
。

　
病
院
の
窓
鶯
で
受
け
取
っ
た
領
収

鍛
は
、
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
．

く
わ
し
く
は
、
役
場
の
團
保
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

区　分 該当3か月未満
該当4か月以上
　（多数該i当）

課　税
63，000円

（60，000円〉

37，200円

（34，800円〉

非諜税
35，400円

（33，600円〉

24，600円

（23，400円〉

（〉内は4月受診分まで適幣

新しく来られた

　先生方を紹介します

　4月から各学校に、新たに澄任されま

した先生方です。

　みなさんよろしくお願いします。

（〉内は前征校

敬称は略させていただきました。

平田　敏貝

（蕊和村上杉ノ

教頭　佐藤清志
（上越布八千浦中）

校長　金井孝雄
　（大島材鳩小）

中村　則子
（畏岡布中島小）

校長　木沢敏明
（上教大附属中）

尾騎　　誠
（長岡市西中〉

露

良
〉

基
高

　
松

井
粒

広
（

≧雀灘陰1
　増由てつ志
　　（加茂嵩）

勲
　　■ノ、，

“灘』

　長尾倫章
　（穴臼時女子高）

劃翻』
　　渡辺　毒也
　　　（毅採罵）

校長　丸田澄夫
（板禽町宮島小）

著木　直弘
（長岡市中島小）

γつ
㌧」

解
》

　
　
　
群
4

翰
　
（

　国中由利子
（上越斎直江津爾小）

9



　
　
　
　
ス

ト
閣

の
オ
ユ

観
二ぎ

ゑ
　
畷

4

1
創
O
l

に
ぎ
や
か
な
山
留
修
園
式

雛鰹磁

　
｝
．
．
層
二
十
一
尉
午
後
融
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
で
、
山
村
ヌ
．
磨
松
之
撫
．
少

機
．
粥
穴
期
載
修
園
式
が
に
ぎ
や
か
に

行
わ
れ
濠
し
た
療

　
．
醐
本
理
黍
幾
か
ら
修
爾
艶
に
修
園

賞
嚢
禽
が
重
渡
⇔
れ
、
一
年
間
頑
張

っ
払
．
子
供
た
ち
を
轡
め
ま
し
た
．

　
楽
し
か
っ
た
こ
と
奪
し
か
っ
た
こ

と
を
作
文
に
串
と
め
た
「
一
年
問
の

思
い
撫
発
袈
」
で
は
、
ぼ
と
ん
ど
の

由
留
鷹
が
泣
い
て
し
豪
い
濠
し
た
ゆ

　
ま
外
＼
由
溜
生
の
親
た
ち
も
力
強

／
・
威
叢
し
㍍
、
我
が
子
の
作
文
続
涙
し

欝

購鮮擁罫
緯塾ぎし仁

て
い
ま
し
た
凸
、

　
由
留
生
の
心
が
一
つ
に
な
・
　
．
峯

太
鼓
は
腹
の
底
ま
で
響
き
、
簸
後
の

乱
れ
打
ち
に
な
る
と
大
粒
の
汗
が
頬

を
流
れ
て
い
ま
し
た
、

　
懇
親
会
の
料
理
は
山
留
生
の
父
母

た
ち
が
作
っ
た
も
の
で
、
お
世
話
に

な
っ
た
婁
親
農
象
の
皆
さ
ん
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
し
た
、

　
な
お
、
六
期
免
十
｝
、
一
名
の
う
ち
八

名
が
、
引
き
続
き
松
之
山
で
撫
村
留

挙
鉱
活
を
送
7
予
定
で
す
．

　　　　　　　　　　　　　　議

　　　　　　　　　　　　　　　　霧

　　　　　　　難　　　　鎌

懸

　萎i　籠灘
響
．馨

2
涙
と
笑
顔
の
松
之
山
中
学
校
卒
業
式

　
皿
、
月
十
臓
松
之
山
中
学
校
の
．
テ
業

式
が
行
わ
れ
、
舞
畢
二
十
闘
名
、
女

子
㎜
十
穴
名
の
欝
薦
｛
名
が
卒
饗
し

ま
し
た
、

　
、
ρ
叢
鉱
は
地
光
の
安
隔
松
之
山
分

校
、
松
代
、
ー
校
、
直
江
津
高
校
な
ど

に
進
学
し
濠
し
た
ウ

　
卒
叢
式
は
午
繭
十
蒔
よ
り
始
郵
り
、

猪
田
晃
熱
校
長
か
ら
生
徒
…
人
㎜
入

続
卒
叢
証
鐡
が
郵
渡
さ
れ
ま
し
た
．

　
猪
田
校
長
は
「
軽
い
も
の
よ
り
璽

い
も
の
を
持
と
う
と
す
る
人
に
な
っ

3
喜
び
の
安
高
松
之
山
分
校
卒
業
式

　
一
…
｝
鍔
あ
汽
鴛
安
轟
松
之
慮
分
校
の

卒
叢
式
が
背
わ
れ
、
藷
動
、
卜
山
名
、

女
到
ふ
ー
志
ハ
燃
の
新
、
、
L
｝
七
乳
が
．
蛭
漿

し
濠
し
た
．

　
卒
雛
践
は
午
麟
十
鱒
美
り
始
ま
り
、

窪
披
熱
の
抽
箏
の
な
か
入
場
し
た
卒

奨
醗
は
、
藤
原
校
叢
か
ら
　
人
｝
人

．
轟
篶
．
藪
難
を
蔓
静
ま
し
た
の

　
な
お
、
卒
業
翫
の
進
路
は
二
十
二

名
が
進
掌
、
十
灘
職
が
就
職
と
な
っ

て
お
り
、
地
．
兀
紅
は
瀧
犠
の
方
が
残

り
ま
す
。

4
田
麦
立
で
雪
中
消
防
訓
練

餅

謬

5
湯
山
工
区
竣
工
式

　
一
周
牽
七
欝
、
楊
霞
ト
ン
ネ
ル
入
口

で
、
緊
道
ヒ
越
安
塚
松
之
山
線
の
麟

路
改
鍵
纂
粟
讐
湯
由
瓢
区
駄
の
竣
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
心

本番さながらの放水翻練と救助翻練を行う

松之出分遣所の皆さん

　
湯
鶏
工
欝
は
、
松
之
撫
中
．
罫
校
入

欝
か
ら
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
童
で
の
約

一
、
黒
○
O
m
、
総
纂
叢
費
は
一
七

総
六
妊
芳
円
も
か
か
り
ま
し
た
。

　
一
、
…
月
響
鷺
睾
購
、
繊
菱
z
で
　
騨

消
紡
酬
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
酬
練
に
参
撫
し
た
松
之
由
分
磁
魅

の
皆
さ
ん
は
、
．
に
謎
を
と
ら
れ
な

が
・
、
も
機
敏
な
渤
き
で
放
水
や
救
助

翻
練
を
行
い
ま
し
た
鄭

　
冬
期
賜
は
家
の
近
く
麦
で
消
防
康

が
入
れ
な
か
っ
た
り
、
水
利
の
確
保

が
難
し
い
な
ど
悪
い
粂
仲
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
、

「
点
検
を
璽
ね
て
築
く
火
災
ゼ
鷲
し

を
A
　
簗
に
、
火
事
を
戯
さ
な
い
よ

う
十
分
濾
憲
し
て
く
だ
さ
い
ロ

　
蟻
工
翼
鱈
午
猷
ナ
一
驚
力
　
始
家

り
、
交
通
饗
金
祈
”
顯
祭
や
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
ひ

　
湯
山
工
譲
の
竣
黒
に
よ
り
　
朋
の

麓
険
瞥
が
な
＼
な
り
、
冬
期
閣
で
も

費
心
し
て
通
行
で
愚
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
．

て
く
だ
さ
い
．
、
皆
さ
ん
は
肖
ら
学
ぶ

大
切
さ
を
中
学
校
艶
濡
で
体
響
ー
ま

し
た
。
若
い
縛
の
努
力
と
警
労
は
必

ず
む
く
わ
れ
ま
♂
．
そ
れ
ぞ
れ
の
麟

標
に
向
か
　
　
蕊
頗
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
中
掌
校
瞥
、
習
っ
た
こ
と
を
．

忘
れ
ず
に
、
摂
い
幽
問
、
良
い
友
嫡
、

良
い
思
い
趨
を
作
っ
ザ
、
く
だ
さ
い
一

と
式
辞
を
述
べ
、
霊
、
業
生
擶
、
代
袋
し

て
山
声
莫
憩
灘
が
「
闘
上
心
の
大
切

さ
を
先
鉱
か
ら
教
わ
り
、
チ
…
ム
ワ

ー
ク
の
大
切
き
を
曳
達
か
ら
教
わ
り

藤原校長より卒樂盗1人1人に

卒業証欝が手渡されました

勇壮な太鼓の音が腹まで響きました

牽
し
た
進
路
柔
墾
．
フ
」
も
、
松

中
で
培
っ
た
麹
欝
や
簿
識
で
乗
り
切

つ
て
炉
禽
き
ま
す
ぼ
と
鱗
悶
辞
ん
述
べ
ま

し
た
．

　
式
典
が
終
る
と
霧
校
隼
や
教
職
麟

は
校
！
、
鷺
　
、
　
、
卒
叢
貌
と
騰
率

を
し
た
リ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　
髪
た
、
甥
れ
が
措
し
い
の
か
泣
き

出
“
し
て
し
家
う
女
畢
盤
縫
が
多
く
、

笑
舞
の
勢
勤
生
徒
、
一
対
照
的
で
し
た
．

舞召琴爲56年力、ら始ま　った改良事業｛ま12年間

力、カ、ってようやく竣二】こしました
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ス

ト
閣

の
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ユ

観
二ぎ

ゑ
　
畷

4

1
創
O
l

に
ぎ
や
か
な
山
留
修
園
式

雛鰹磁

　
｝
．
．
層
二
十
一
尉
午
後
融
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
で
、
山
村
ヌ
．
磨
松
之
撫
．
少

機
．
粥
穴
期
載
修
園
式
が
に
ぎ
や
か
に

行
わ
れ
濠
し
た
療

　
．
醐
本
理
黍
幾
か
ら
修
爾
艶
に
修
園

賞
嚢
禽
が
重
渡
⇔
れ
、
一
年
間
頑
張

っ
払
．
子
供
た
ち
を
轡
め
ま
し
た
．

　
楽
し
か
っ
た
こ
と
奪
し
か
っ
た
こ

と
を
作
文
に
串
と
め
た
「
一
年
問
の

思
い
撫
発
袈
」
で
は
、
ぼ
と
ん
ど
の

由
留
鷹
が
泣
い
て
し
豪
い
濠
し
た
ゆ

　
ま
外
＼
由
溜
生
の
親
た
ち
も
力
強

／
・
威
叢
し
㍍
、
我
が
子
の
作
文
続
涙
し

欝

購鮮擁罫
緯塾ぎし仁

て
い
ま
し
た
凸
、

　
由
留
生
の
心
が
一
つ
に
な
・
　
．
峯

太
鼓
は
腹
の
底
ま
で
響
き
、
簸
後
の

乱
れ
打
ち
に
な
る
と
大
粒
の
汗
が
頬

を
流
れ
て
い
ま
し
た
、

　
懇
親
会
の
料
理
は
山
留
生
の
父
母

た
ち
が
作
っ
た
も
の
で
、
お
世
話
に

な
っ
た
婁
親
農
象
の
皆
さ
ん
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
し
た
、

　
な
お
、
六
期
免
十
｝
、
一
名
の
う
ち
八

名
が
、
引
き
続
き
松
之
山
で
撫
村
留

挙
鉱
活
を
送
7
予
定
で
す
．

　　　　　　　　　　　　　　議

　　　　　　　　　　　　　　　　霧

　　　　　　　難　　　　鎌

懸

　萎i　籠灘
響
．馨

2
涙
と
笑
顔
の
松
之
山
中
学
校
卒
業
式

　
皿
、
月
十
臓
松
之
山
中
学
校
の
．
テ
業

式
が
行
わ
れ
、
舞
畢
二
十
闘
名
、
女

子
㎜
十
穴
名
の
欝
薦
｛
名
が
卒
饗
し

ま
し
た
、

　
、
ρ
叢
鉱
は
地
光
の
安
隔
松
之
山
分

校
、
松
代
、
ー
校
、
直
江
津
高
校
な
ど

に
進
学
し
濠
し
た
ウ

　
卒
叢
式
は
午
繭
十
蒔
よ
り
始
郵
り
、

猪
田
晃
熱
校
長
か
ら
生
徒
…
人
㎜
入

続
卒
叢
証
鐡
が
郵
渡
さ
れ
ま
し
た
．

　
猪
田
校
長
は
「
軽
い
も
の
よ
り
璽

い
も
の
を
持
と
う
と
す
る
人
に
な
っ

3
喜
び
の
安
高
松
之
山
分
校
卒
業
式

　
一
…
｝
鍔
あ
汽
鴛
安
轟
松
之
慮
分
校
の

卒
叢
式
が
背
わ
れ
、
藷
動
、
卜
山
名
、

女
到
ふ
ー
志
ハ
燃
の
新
、
、
L
｝
七
乳
が
．
蛭
漿

し
濠
し
た
．

　
卒
雛
践
は
午
麟
十
鱒
美
り
始
ま
り
、

窪
披
熱
の
抽
箏
の
な
か
入
場
し
た
卒

奨
醗
は
、
藤
原
校
叢
か
ら
　
人
｝
人

．
轟
篶
．
藪
難
を
蔓
静
ま
し
た
の

　
な
お
、
卒
業
翫
の
進
路
は
二
十
二

名
が
進
掌
、
十
灘
職
が
就
職
と
な
っ

て
お
り
、
地
．
兀
紅
は
瀧
犠
の
方
が
残

り
ま
す
。

4
田
麦
立
で
雪
中
消
防
訓
練

餅

謬

5
湯
山
工
区
竣
工
式

　
一
周
牽
七
欝
、
楊
霞
ト
ン
ネ
ル
入
口

で
、
緊
道
ヒ
越
安
塚
松
之
山
線
の
麟

路
改
鍵
纂
粟
讐
湯
由
瓢
区
駄
の
竣
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
心

本番さながらの放水翻練と救助翻練を行う

松之出分遣所の皆さん

　
湯
鶏
工
欝
は
、
松
之
撫
中
．
罫
校
入

欝
か
ら
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
童
で
の
約

一
、
黒
○
O
m
、
総
纂
叢
費
は
一
七

総
六
妊
芳
円
も
か
か
り
ま
し
た
。

　
一
、
…
月
響
鷺
睾
購
、
繊
菱
z
で
　
騨

消
紡
酬
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
酬
練
に
参
撫
し
た
松
之
由
分
磁
魅

の
皆
さ
ん
は
、
．
に
謎
を
と
ら
れ
な

が
・
、
も
機
敏
な
渤
き
で
放
水
や
救
助

翻
練
を
行
い
ま
し
た
鄭

　
冬
期
賜
は
家
の
近
く
麦
で
消
防
康

が
入
れ
な
か
っ
た
り
、
水
利
の
確
保

が
難
し
い
な
ど
悪
い
粂
仲
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
、

「
点
検
を
璽
ね
て
築
く
火
災
ゼ
鷲
し

を
A
　
簗
に
、
火
事
を
戯
さ
な
い
よ

う
十
分
濾
憲
し
て
く
だ
さ
い
ロ

　
蟻
工
翼
鱈
午
猷
ナ
一
驚
力
　
始
家

り
、
交
通
饗
金
祈
”
顯
祭
や
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
ひ

　
湯
山
工
譲
の
竣
黒
に
よ
り
　
朋
の

麓
険
瞥
が
な
＼
な
り
、
冬
期
閣
で
も

費
心
し
て
通
行
で
愚
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
．

て
く
だ
さ
い
．
、
皆
さ
ん
は
肖
ら
学
ぶ

大
切
さ
を
中
学
校
艶
濡
で
体
響
ー
ま

し
た
。
若
い
縛
の
努
力
と
警
労
は
必

ず
む
く
わ
れ
ま
♂
．
そ
れ
ぞ
れ
の
麟

標
に
向
か
　
　
蕊
頗
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
中
掌
校
瞥
、
習
っ
た
こ
と
を
．

忘
れ
ず
に
、
摂
い
幽
問
、
良
い
友
嫡
、

良
い
思
い
趨
を
作
っ
ザ
、
く
だ
さ
い
一

と
式
辞
を
述
べ
、
霊
、
業
生
擶
、
代
袋
し

て
山
声
莫
憩
灘
が
「
闘
上
心
の
大
切

さ
を
先
鉱
か
ら
教
わ
り
、
チ
…
ム
ワ

ー
ク
の
大
切
き
を
曳
達
か
ら
教
わ
り

藤原校長より卒樂盗1人1人に

卒業証欝が手渡されました

勇壮な太鼓の音が腹まで響きました

牽
し
た
進
路
柔
墾
．
フ
」
も
、
松

中
で
培
っ
た
麹
欝
や
簿
識
で
乗
り
切

つ
て
炉
禽
き
ま
す
ぼ
と
鱗
悶
辞
ん
述
べ
ま

し
た
．

　
式
典
が
終
る
と
霧
校
隼
や
教
職
麟

は
校
！
、
鷺
　
、
　
、
卒
叢
貌
と
騰
率

を
し
た
リ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　
髪
た
、
甥
れ
が
措
し
い
の
か
泣
き

出
“
し
て
し
家
う
女
畢
盤
縫
が
多
く
、

笑
舞
の
勢
勤
生
徒
、
一
対
照
的
で
し
た
．
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6
町
内
保
育
所
卒
園
式

　
．
、
月
黒
十
七
縫
午
繭
、
松
羅
保
育

斯
の
　
綱
式
が
行
わ
れ
レ
駅
し
た
、

　
保
母
さ
ん
か
ら
私
繭
を
呼
ば
れ
た

挙
醐
艶
た
ち
は
大
き
な
轡
で
返
事
を

7

し
、
断
炎
さ
ん
か
ら
線
糞
講
護
と
ご

ほ
う
び
を
貰
い
ま
し
た
。

　
塞
た
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
は
諏
纈

箆
の
黍
形
が
押
さ
れ
た
石
欝
板
（
裏

面
に
は
お
縁
さ
ん
の
以
顛
絵
が
描
か

れ
て
い
る
）
が
、
卒
園
兜
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
傍

　
な
お
、
松
£
山
課
簿
断
と
浦
繊
保

慮
剛
所
の
卒
｝
園
式
は
　
。
胃
月
　
　
十
六
沼
に

行
わ
れ
衷
し
た
、

農
協
合
併
予
備
契
約
調
印
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
一
月
．
レ
一
β
松
代
町
総
合
セ
ン

㏄ 　　　　　訟
　　　　　　　　ゑ
　　　　　　　　鐸嘆
　　　　　　　　撃

　　　　　　　　櫛
　　　　　　　　憩
　　　　　　　　轡
　　　　　　　　㌣か
　　　　　　　　《．

合併予備契約書に調印する佐藤・樋q

岡絹台長

8
町
内
小
学
校
卒
業
式

　
鯉
、
一
月
．
卦
戴
瞬
、
町
内
の
小
掌
校

で
一
斎
卒
叢
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
校
）
挙
叢
翻
は
、
松
之
撫
小
罫

校
九
名
、
松
璽
小
掌
校
九
籔
、
東
川

小
掌
校
七
名
、
浦
照
至
駕
校
鷺
鶏
の

計
．
一
十
名
で
し
た
母

　
浦
田
4
到
校
の
卒
饗
式
は
午
、
削
九

麟
、
牽
分
よ
り
始
ま
り
、
片
欄
信
校

タ
ー
外
＼
松
之
由
町
農
協
・
ま
つ
だ

い
町
農
協
協
，
併
予
備
契
鵜
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
午
削
十
一
縛
よ
り
雄
ま

摯
、
儀
藤
・
樋
欝
岡
組
合
長
、
、
，
一
会

人
の
村
撫
町
長
、
…
関
谷
松
代
跡
畏
の

照
人
が
予
纈
契
約
撫
，
に
調
邸
し
ま
し

た
。

　
闘
農
協
と
も
鰻
鱒
　
嘆
照
欝
に
闘

催
さ
れ
る
総
会
で
瓜
、
併
を
承
認
し
て

も
ら
い
、
今
年
八
月
一
鷺
か
ら
「
し

ぶ
み
麗
協
幅
と
な
る
費
驚
で
す
．

長
は
「
感
謝
の
義
持
ち
を
忘
れ
ず
、

事
．
3
柱
に
な
っ
て
も
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
無
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
、

　
　
襲
篶
の
、
さ
ん
は
翼
瓢
し
い
鱒
ナ

焦
服
や
セ
ー
ラ
…
膿
姿
で
、
心
は
誉

く
も
薯
ー
セ
の
よ
う
で
し
た
。

編
学生服・セーラー服姿はもう中学生の

ようでした（浦館小学校）

　
　
　
　
、
鐵
難
欝

　
　
　
　
　
　
繍
欝

羅
難
　

　
　
　
　
　
　
　
灘
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
麹

　
　
　
　
　
　
　
難
糠

三園児1、鼻園　　灘翻

　　　　　　鐵
灘

」2

鷹
鑛
遷
盛

騨
灘
、

囲
月
分
か
ら
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
瀬
鷺
妻
綾
鰯
痩
で
は
湧
癒
頓
変
勤

が
あ
ッ
た
と
嚢
、
そ
れ
轍
応
じ
て
年

金
額
が
灘
動
的
罵
故
驚
さ
れ
る
驚
働

麟
働
物
鱗
ス
ラ
イ
ド
制
が
取
尊
入
れ

ら
れ
て
い
童
す
．

　
平
成
闘
料
の
護
瞬
消
欝
撫
物
髄
が

醜
年
紅
比
ベ
ヂ
、
一
・
六
％
L
洋
し
た

こ
と
紅
よ
り
、
平
磯
蹴
葬
購
屑
か
ら

ー
ー
額
も
甥
表
の
・
、
’
に
改
荘
さ
れ

　
　
ン
い
な

ま
し
丈

　
こ
の
よ
う
に
圏
難
雑
金
は
、
縄
来

に
わ
た
っ
て
婆
定
し
た
課
瞳
が
受
け

ら
れ
る
猛
綴
み
に
な
っ
て
い
ま
す
．
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き〔顯民年金1

　　　　　金　　　　年　　　礎　　纂　齢老

障欝基礎年金（i毅受）

蕪牽≦i警・基春楚奪急金　（2華i及）

遺族基礎年金（子王人〉

王0　年雑金

5年年金
韓章・害年叢鍵　（i　級）

障警年金（2　級）

母子年金（子1人）

30，925円→3i，442ギ彗

25，292円・→25，467円

㎜榊

畜
…
…
…
…
…
…
…
工

〔老齢禰祉年金

収入60G万鷲未満

収入600万円以．．ヒ

876万円来満
榊軸

シ

Q
、
下
水
湛
を
使
馬
す
る
の
に
、
ど

の
く
ら
い
の
設
備
費
鶏
が
か
か
緋
ま

す
か
ひ

A
、
下
水
道
を
測
用
す
る
紅
は
、
麗

内
（
ト
イ
レ
・
愈
醗
・
風
愚
等
〉
や

騰
外
（
湾
水
マ
ス
・
緋
水
管
等
）
の

改
造
・
新
設
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
宅
地
内
の
緋
郵
、
文
備
は
欄
人

の
麹
撫
に
よ
っ
て
瓢
鷺
鳳
し
、
欝
獺
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
、

　
水
洗
化
三
嚢
ば
か
か
る
醗
用
は
、

縫
鰐
す
る
優
雛
の
種
類
（
秘
式
・
洋

式
）
や
排
水
暴
翼
の
数
、
塞
地
の
広

さ
な
ど
の
条
件
鱒
よ
っ
て
変
わ
り
豪

す
の
で
、
　
｝
概
紅
萎
え
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
飽
鱒
村
の
纂
例
を

参
考
に
考
え
る
と
標
灘
的
獄
世
漸
で

八
○
ガ
～
｝
○
○
乃
粥
の
費
勝
が
か

か
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
携
水
設
傭
の
改
造
に

は
、
　
一
縛
に
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
必

要
な
の
で
、
鱗
で
は
設
備
改
造
費
用

に
対
し
て
黛
付
麟
度
を
考
え
ヅ
、
い
ま

す
。

　
豪
た
、
下
水
溢
の
整
備
紅
よ
っ
て

鷹
瀬
の
秘
優
樵
・
快
適
性
な
ど
の
覇

益
を
曼
け
る
人
た
露
に
、
下
水
道
建

購
費
の
一
部
を
分
撫
し
て
い
た
だ
く

こ
と
鷺
な
り
ま
す
．

　
こ
の
分
撫
金
の
徴
収
期
闘
は
八
無

闘
で
、
鶴
撮
し
て
い
た
だ
く
総
額
は

一
般
家
薩
で
篇
八
八
、
○
○
○
円
、

罪
諜
税
象
薩
で
一
九
二
、
○
○
○
鍔

の
予
藪
で
す
。

　
な
お
、
鯵
斜
度
町
内
で
禽
併
娘
懸

浄
化
槽
を
設
羅
し
た
家
魔
の
単
均
的

な
費
溺
（
蟹
麗
の
改
造
・
便
懸
・
慧

、
瀬
設
幡
を
禽
濠
ず
〉
は
、
騒
・
票
・

鱒
の
禽
併
艇
理
槽
に
対
す
る
補
助
金

を
除
い
て
、
約
岬
一
八
万
円
と
な
っ

て
い
豪
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
念
併
鎚
理
浄
化
槽

で
も
家
屋
の
改
造
等
を
禽
め
る
と
多

額
の
設
備
費
構
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
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6
町
内
保
育
所
卒
園
式

　
．
、
月
黒
十
七
縫
午
繭
、
松
羅
保
育

斯
の
　
綱
式
が
行
わ
れ
レ
駅
し
た
、

　
保
母
さ
ん
か
ら
私
繭
を
呼
ば
れ
た

挙
醐
艶
た
ち
は
大
き
な
轡
で
返
事
を

7

し
、
断
炎
さ
ん
か
ら
線
糞
講
護
と
ご

ほ
う
び
を
貰
い
ま
し
た
。

　
塞
た
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
は
諏
纈

箆
の
黍
形
が
押
さ
れ
た
石
欝
板
（
裏

面
に
は
お
縁
さ
ん
の
以
顛
絵
が
描
か

れ
て
い
る
）
が
、
卒
園
兜
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
傍

　
な
お
、
松
£
山
課
簿
断
と
浦
繊
保

慮
剛
所
の
卒
｝
園
式
は
　
。
胃
月
　
　
十
六
沼
に

行
わ
れ
衷
し
た
、

農
協
合
併
予
備
契
約
調
印
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
一
月
．
レ
一
β
松
代
町
総
合
セ
ン

㏄ 　　　　　訟
　　　　　　　　ゑ
　　　　　　　　鐸嘆
　　　　　　　　撃

　　　　　　　　櫛
　　　　　　　　憩
　　　　　　　　轡
　　　　　　　　㌣か
　　　　　　　　《．

合併予備契約書に調印する佐藤・樋q

岡絹台長

8
町
内
小
学
校
卒
業
式

　
鯉
、
一
月
．
卦
戴
瞬
、
町
内
の
小
掌
校

で
一
斎
卒
叢
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
校
）
挙
叢
翻
は
、
松
之
撫
小
罫

校
九
名
、
松
璽
小
掌
校
九
籔
、
東
川

小
掌
校
七
名
、
浦
照
至
駕
校
鷺
鶏
の

計
．
一
十
名
で
し
た
母

　
浦
田
4
到
校
の
卒
饗
式
は
午
、
削
九

麟
、
牽
分
よ
り
始
ま
り
、
片
欄
信
校

タ
ー
外
＼
松
之
由
町
農
協
・
ま
つ
だ

い
町
農
協
協
，
併
予
備
契
鵜
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
午
削
十
一
縛
よ
り
雄
ま

摯
、
儀
藤
・
樋
欝
岡
組
合
長
、
、
，
一
会

人
の
村
撫
町
長
、
…
関
谷
松
代
跡
畏
の

照
人
が
予
纈
契
約
撫
，
に
調
邸
し
ま
し

た
。

　
闘
農
協
と
も
鰻
鱒
　
嘆
照
欝
に
闘

催
さ
れ
る
総
会
で
瓜
、
併
を
承
認
し
て

も
ら
い
、
今
年
八
月
一
鷺
か
ら
「
し

ぶ
み
麗
協
幅
と
な
る
費
驚
で
す
．
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は
「
感
謝
の
義
持
ち
を
忘
れ
ず
、

事
．
3
柱
に
な
っ
て
も
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し
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こ
と
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戦
し
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無
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式
辞
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述
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た
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篶
の
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さ
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瓢
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ナ
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服
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セ
ー
ラ
…
膿
姿
で
、
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は
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く
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薯
ー
セ
の
よ
う
で
し
た
。

編
学生服・セーラー服姿はもう中学生の

ようでした（浦館小学校）

　
　
　
　
、
鐵
難
欝

　
　
　
　
　
　
繍
欝

羅
難
　

　
　
　
　
　
　
　
灘
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
麹

　
　
　
　
　
　
　
難
糠

三園児1、鼻園　　灘翻
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灘

」2

鷹
鑛
遷
盛

騨
灘
、

囲
月
分
か
ら
年
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瀬
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る
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働
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働
物
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ス
ラ
イ
ド
制
が
取
尊
入
れ
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て
い
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す
．

　
平
成
闘
料
の
護
瞬
消
欝
撫
物
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が

醜
年
紅
比
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ヂ
、
一
・
六
％
L
洋
し
た

こ
と
紅
よ
り
、
平
磯
蹴
葬
購
屑
か
ら

ー
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額
も
甥
表
の
・
、
’
に
改
荘
さ
れ

　
　
ン
い
な

ま
し
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こ
の
よ
う
に
圏
難
雑
金
は
、
縄
来

に
わ
た
っ
て
婆
定
し
た
課
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が
受
け

ら
れ
る
猛
綴
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に
な
っ
て
い
ま
す
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水
湛
を
使
馬
す
る
の
に
、
ど

の
く
ら
い
の
設
備
費
鶏
が
か
か
緋
ま

す
か
ひ

A
、
下
水
道
を
測
用
す
る
紅
は
、
麗

内
（
ト
イ
レ
・
愈
醗
・
風
愚
等
〉
や

騰
外
（
湾
水
マ
ス
・
緋
水
管
等
）
の

改
造
・
新
設
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
宅
地
内
の
緋
郵
、
文
備
は
欄
人

の
麹
撫
に
よ
っ
て
瓢
鷺
鳳
し
、
欝
獺
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
、

　
水
洗
化
三
嚢
ば
か
か
る
醗
用
は
、

縫
鰐
す
る
優
雛
の
種
類
（
秘
式
・
洋

式
）
や
排
水
暴
翼
の
数
、
塞
地
の
広

さ
な
ど
の
条
件
鱒
よ
っ
て
変
わ
り
豪

す
の
で
、
　
｝
概
紅
萎
え
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
飽
鱒
村
の
纂
例
を

参
考
に
考
え
る
と
標
灘
的
獄
世
漸
で

八
○
ガ
～
｝
○
○
乃
粥
の
費
勝
が
か

か
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
携
水
設
傭
の
改
造
に

は
、
　
一
縛
に
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
必

要
な
の
で
、
鱗
で
は
設
備
改
造
費
用

に
対
し
て
黛
付
麟
度
を
考
え
ヅ
、
い
ま

す
。

　
豪
た
、
下
水
溢
の
整
備
紅
よ
っ
て

鷹
瀬
の
秘
優
樵
・
快
適
性
な
ど
の
覇

益
を
曼
け
る
人
た
露
に
、
下
水
道
建

購
費
の
一
部
を
分
撫
し
て
い
た
だ
く

こ
と
鷺
な
り
ま
す
．

　
こ
の
分
撫
金
の
徴
収
期
闘
は
八
無

闘
で
、
鶴
撮
し
て
い
た
だ
く
総
額
は

一
般
家
薩
で
篇
八
八
、
○
○
○
円
、

罪
諜
税
象
薩
で
一
九
二
、
○
○
○
鍔

の
予
藪
で
す
。

　
な
お
、
鯵
斜
度
町
内
で
禽
併
娘
懸

浄
化
槽
を
設
羅
し
た
家
魔
の
単
均
的

な
費
溺
（
蟹
麗
の
改
造
・
便
懸
・
慧

、
瀬
設
幡
を
禽
濠
ず
〉
は
、
騒
・
票
・

鱒
の
禽
併
艇
理
槽
に
対
す
る
補
助
金

を
除
い
て
、
約
岬
一
八
万
円
と
な
っ

て
い
豪
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
念
併
鎚
理
浄
化
槽

で
も
家
屋
の
改
造
等
を
禽
め
る
と
多

額
の
設
備
費
構
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
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集
落
探
訪

　
町
の
中
央
部
に
位
置
し
、
集
落
内

を
圃
道
三
五
滋
畢
線
が
縦
翼
す
る
。

　
地
名
に
つ
い
て
は
、
正
保
二
（
｝

六
照
五
）
庫
の
「
越
後
躍
絵
図
し
で

は
「
荒
由
村
し
、
天
秘
鷲
（
…
六
八
三
〉

年
の
検
地
帳
で
は
、
新
山
材
し
と
な
っ

て
い
る
。

　
中
雛
に
は
規
在
よ
り
繭
薦
に
集
落

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
地
す
べ
り
に

よ
り
鏡
7
在
地
に
移
転
し
た
と
伝
え

れ
て
い
る
⇔

　
鷲
山
は
地
す
べ
り
等
で
荒
廃
し
た

土
地
に
慮
来
し
、
新
山
は
規
筏
地
に

移
転
し
た
と
き
鷺
紙
し
い
村
が
繁
栄

す
る
よ
う
に
改
妾
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
栂
山
政
光
象
所
蔵
中
世
文

書
に
「
浦
出
鱒
・
あ
や
ま
地
境
裁

許
絵
図
」
カ
あ
る
。

　
こ
の
絵
図
は
留
湘
疋
四
一
　
（
…
閥
黒
ハ
三
〉

年
六
月
に
作
成
惑
れ
た
も
の
で
、
近

隣
の
小
谷
・
松
鷺
・
黒
愈
な
ど
と
の

境
を
大
ざ
っ
ぱ
に
記
し
て
い
る
。

　
天
秘
二
年
の
検
地
に
よ
る
村
高
は

十
石
五
斗
余
、
芦
数
九
戸
、
約
二
〇

○
駕
後
の
明
治
元
（
｝
八
六
八
）
舘

の
村
腐
は
三
十
八
石
，
斗
余
、
芦
数

廻
十
｝
戸
と
な
つ
て
い
る
。

　
大
薫
二
（
｝
九
コ
5
葎
三
月
、

松
之
山
地
区
を
霊
と
す
る
臼
強
信
溺

購
翼
綴
合
が
設
立
さ
れ
新
山
に
講
務

所
が
溜
㎜
か
れ
た
。

　
昭
秘
三
十
七
無
か
ら
始
ま
っ
た
松

之
山
地
す
べ
り
は
広
範
臨
に
及
び
、

新
山
で
も
耕
地
の
大
部
分
が
被
窪
を

受
け
た
。

　
牽
二
神
社
及
び
陣
弥
陀
鴬
の
翻
立

年
月
は
不
明
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
天
秘
三
年
の
検
地
鰻
に

は
「
十
二
神
祇
境
内
二
畝
余
・
阿
弥

陀
堂
…
畝
余
」
の
除
地
記
録
が
あ
り
、

江
芦
繭
期
以
繭
の
翻
立
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
十
二
神
社
は
文
敏
十
（
｝
八
二
七
）

年
十
二
月
黒
牽
田
焼
失
し
、
翌
文
政

十
｝
年
囎
肩
樗
建
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
大
瓶
元
年
に
は
改
築
さ
れ

て
い
る
。

　
杉
木
立
に
鱒
ま
れ
た
境
内
に
は
、

鹿
島
神
窟
と
大
杉
大
明
神
（
爾
か
と

も
石
碑
）
も
鎮
鰹
し
、
省
く
か
－
集

落
内
一
の
盤
地
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

　
嗣
弥
陀
黛
は
集
落
中
央
紅
あ
り
、

弘
化
三
ゑ
八
照
六
〉
年
構
建
さ
れ

て
い
る
．

　
昭
秘
三
牽
胤
鶴
、
住
職
欝
沢
恵
明

死
崇
に
よ
り
陶
弥
陀
堂
は
集
会
所
と

な
り
、
附
弥
陀
姐
来
な
ど
の
仏
練
仏

翼
は
そ
の
ま
ま
簗
会
斯
に
女
置
さ
れ

た
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
べ
　
こ
　
　
ゾ
　
し
お
コ

　
新
山
城
に
フ
い
て
噂
温
古
之
葉
」

で
は
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
．

「
建
戯
葬
間
（
一
三
三
鰯
～
三
八
）

　
　
　
　
　
　
も
も
ホ
か

新
照
氏
の
薦
揺
下
坂
又
在
衛
門
政
成

の
旛
城
と
飯
え
る
ひ
政
成
戦
死
の
後
、

従
距
が
後
雛
を
奉
じ
て
籔
城
。
榊
興
治

年
闘
（
ご
莞
ハ
ニ
～
六
八
）
守
護
上

杉
憲
顕
紀
攻
め
ら
れ
て
落
城
し
た
。

そ
の
際
、
城
内
の
老
幼
第
女
が
麓
の

松
絹
の
深
淵
に
沈
め
ら
れ
、
藤
殺
さ

れ
た
と
倣
え
る
」

杉木立に圏まれる十二神社

境内には鹿島神窟と大杉大明神も鎮座し、古くから

集落内の整地となっていたと思われる

　
町
史
で
は
集
落
周
辺
の
山
々
を
調

資
し
た
が
、
は
っ
き
り
し
た
遺
構
が

見
つ
か
ら
ず
場
所
の
断
定
は
で
き
な

か
つ
た
、

　
ま
た
、
申
世
の
集
落
跡
付
近
も
調

奮
し
た
が
遺
構
は
見
つ
か
ら
ず
、
今

後
は
兎
欝
・
修
業
暫
闇
の
山
々
を
調

糞
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
志
人
証
二
‘
年
…
綜
月
十
六
繊
、
　
由
…
強
僑
嗣

粥
購
貿
組
禽
が
設
立
さ
れ
瓢
山
に
蟻

務
所
が
灘
か
れ
た
際

　
組
禽
の
区
域
は
凝
山
・
松
之
山
．

光
闘
・
水
梨
・
大
荒
芦
・
湯
山
で
、

組
禽
蝿
数
一
二
六
人
と
小
さ
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
銀
行
等
の
金
融
機
闘
が

な
く
、
頼
母
子
講
や
貸
金
叢
暫
に
頼

っ
て
い
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
低
利

で
融
資
が
受
け
ら
れ
る
組
為
の
惇
往

は
大
き
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
時
代
の
変
化
に
檸
㌧
零

纈
な
組
舎
で
は
経
営
が
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
き
た
、

　
昭
秘
闘
無
九
月
八
鰻
、
織
松
之
由

村
管
内
に
あ
っ
た
幽
つ
の
儒
用
組
禽

（
自
強
・
松
之
由
栂
・
松
鍵
・
業
羅
〉

が
禽
併
し
、
松
之
山
村
儒
用
組
合
を

葎
続
組
禽
と
し
た
、
鞍
隈
嚢
任
松
之

山
紺
”
儒
期
購
翼
販
売
利
胴
組
合
が
設

㎜
鳳
さ
れ
た
。

　　　　ウェルカム　　　　　　　　キャサリン

WelcomeKathleen㌦

津畑キャサ妻タンさん

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　
教
欝
婁
轟
余
の
英
羅
指
導
助
乎
と

し
て
、
闘
鍔
か
ら
津
畑
キ
ャ
サ
ウ
ン

ざ
ん
が
勤
務
し
て
い
濠
す
．

　
キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら

の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま

し
た
。

▼
松
之
出
の
印
象
は

　
欝
然
の
蟹
か
さ
や
、
鳶
禦
亀
の
奨

し
さ
に
び
っ
く
り
し
豪
し
た
囎

▼
松
之
出
へ
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

　
夫
蕊
鍔
婁
ん
）
と
結
婚
し
て
、

い
つ
か
は
鷺
本
へ
来
た
い
と
思
っ
て

い
産
し
た
。

　
…
男
さ
ん
は
十
欝
騎
衛
綴
舞
で
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
騰
岡
す
る
と
き
は
実

家
の
近
く
に
建
み
た
い
と
驚
え
て
い

た
そ
う
で
す
．

　
教
欝
姿
蝿
金
で
英
謙
指
導
助
手
を

探
し
て
い
る
と
い
う
講
し
を
醐
き
、

象
旗
で
松
之
出
へ
来
豪
し
た
窃

▼
出
身
地
は

　
エ
漁
肇
灘
蕃
ク
布
駐
れ
の
雛
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
欝
ち
で
す
．

▼
鱒
蒙
族
は

　
夫
シ
ニ
男
（
保
蒼
斯
り
す
総
）
嵩

女
（
小
掌
校
三
年
・
…
隼
）
で
す
．

▼
趣
瞭
は

　
演
翻
を
教
凡
る
こ
と
、
作
詩
、
随

筆
、
憲
轟
な
ど
で
す
。

　
紙
聞
や
雑
誌
の
甜
諸
を
し
て
い
た

め
噛
＼
文
鐵
を
轡
く
の
が
好
き
に
な

つ
濠
し
た
、

　
ス
ポ
ー
ツ
は
発
る
方
が
好
き
で
す

が
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
ダ
ン
ス
を
少

少
や
つ
て
い
嶽
し
た
．

▼
好
毒
な
食
べ
物

　
さ
し
み
、
寿
司

▼
嫌
い
な
食
べ
物

納
薫

▼
ど
の
よ
う
な
授
業
を
し
た
い
で
す

　
か

　
撫
蕪
の
先
総
と
糊
談
し
な
が
ら
楽

し
い
授
叢
を
し
た
い
。

　
た
と
え
ば
、
綱
の
よ
う
な
　
場
爾

を
設
建
し
、
子
供
岡
士
で
簡
単
な
会

露
が
で
き
た
ら
畏
い
と
思
い
ま
す
．

　
濠
た
、
机
紅
座
っ
て
ば
か
り
い
て

も
ダ
メ
獄
の
で
、
ス
ボ
ー
ツ
を
し
た

り
歌
を
う
た
っ
た
り
と
工
央
し
た
い
喰

▼
松
之
出
で
し
て
み
た
い
こ
と
は

　
豊
か
な
醸
然
と
幾
俗
に
つ
い
て
少

し
調
べ
て
み
た
い
で
す
。

　
今
葎
の
一
荊
紅
薬
環
し
た
ば
か
り

の
キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
で
す
が
、
　
一
溝

も
羅
く
松
之
由
紅
灘
れ
楽
し
い
英
語

を
教
え
て
く
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

　
な
お
、
キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
の
随
筆

隷
葦
ナ
ー
を
来
月
｝
か
ら
始
め
た
い

と
思
い
濠
す
伽
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役
場
職
員
人
事
異
動
t

　
役
場
で
は
、
漏
月
｝
鷺
付
け
で
職

蝿
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
翻
の
異
働
で
は
、
撫
絡
的
な
下

水
道
事
叢
続
対
応
す
る
た
め
、
職
鍛

～
名
が
県
の
下
水
道
謙
に
派
還
藝
れ

る
こ
と
紅
な
り
豪
し
た
、

　
ま
た
、
佐
藤
総
畏
謙
擾
が
退
職
さ

れ
、
二
名
が
採
絹
さ
れ
豪
し
た
。

　
　
　
　
　
〔
（
　
）
内
は
異
動
繭
〕

▽
織
会
薯
務
周
藁
　
　
（
診
療
漸
薯
務

　
長
）

▽
像
畏
謙
長

　
　
津
蠣
秘
栄

（
譲
会
箏
務
罵
幾
）

　
　
．
燭
橋
　
寛
回

▽
診
療
漸
編
務
撮

係
畏
・
舞
紐
）

▽
億
規
諜
纈
徹
係
長

地
係
長
〉

▽
診
療
勝
庶
務
係
幾

務
係
・
昇
鉦
〉

▽
診
療
漸
懸
護
婦
長

▽
建
設
諜
糊
地
係
擾

祇
係
・
昇
任
）

▽
総
務
課
税
務
係

　
係
）

▽
総
務
諜
響
政
係

▽
窪
鋭
謙
纏
艮
係

（
億
跳
謙
櫃
祉

勲
鳥
　
艮
｝

　
（
建
設
諜
耀

粥
、
獣
　
鼠

　
ハ
総
務
謙
税

小
野
塚
代

（
翼
任
〉

石
塚
　
鱈
江

　
（
焼
跳
課
醐

小
野
塚
　
栄

（
傭
幾
諜
鑑
畏

轟
沢
　
寿
恵

（
診
療
選

相
沢
養
代
子

（
総
務
謙
行
政

　
係
〉
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
穂
憲

▽
掻
興
謙
企
醐
調
驚
係
　
（
東
窟
事

務
漸
）
　
　
　
　
小
鷺
　
一
成

…
〉
性
跳
諜
福
祇
係
　
　
（
産
叢
謙
農
叢

　
婁
鰻
会
係
）
　
　
　
布
施
　
政
子

▽
建
設
諌
下
水
道
係
藝
懸
ド
水
道
諜

　
へ
滋
選
　

（
璽
頸
城
広
域
組
禽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
欝
　
巌
蜜

＠
策
窟
事
務
斯

▽
本
出
敏
簸
（
振
騨
諜
企
顧
調
犠
係
）

⑨
松
之
鐵
像
育
所

▽
葦
栂
慶
子
〈
浦
磁
保
欝
漸
〉

⑨
浦
欝
保
資
所

▽
嵩
橋
ミ
ツ
ィ
（
松
之
出
保
費
選

㊨
懸
採
馬

▽
蕎
沢
雄
基

▽
滝
沢
彰
宏

（
住
罠
謙
保
健
衛
盗
係
）

（
産
叢
謙
襲
業
婁
轟
余

係
）

⑨
退
　
職

▽
依
藤
　
昇
（
便
鋭
謙
長
）
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集
落
探
訪

　
町
の
中
央
部
に
位
置
し
、
集
落
内

を
圃
道
三
五
滋
畢
線
が
縦
翼
す
る
。

　
地
名
に
つ
い
て
は
、
正
保
二
（
｝

六
照
五
）
庫
の
「
越
後
躍
絵
図
し
で

は
「
荒
由
村
し
、
天
秘
鷲
（
…
六
八
三
〉

年
の
検
地
帳
で
は
、
新
山
材
し
と
な
っ

て
い
る
。

　
中
雛
に
は
規
在
よ
り
繭
薦
に
集
落

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
地
す
べ
り
に

よ
り
鏡
7
在
地
に
移
転
し
た
と
伝
え

れ
て
い
る
⇔

　
鷲
山
は
地
す
べ
り
等
で
荒
廃
し
た

土
地
に
慮
来
し
、
新
山
は
規
筏
地
に

移
転
し
た
と
き
鷺
紙
し
い
村
が
繁
栄

す
る
よ
う
に
改
妾
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
栂
山
政
光
象
所
蔵
中
世
文

書
に
「
浦
出
鱒
・
あ
や
ま
地
境
裁

許
絵
図
」
カ
あ
る
。

　
こ
の
絵
図
は
留
湘
疋
四
一
　
（
…
閥
黒
ハ
三
〉

年
六
月
に
作
成
惑
れ
た
も
の
で
、
近

隣
の
小
谷
・
松
鷺
・
黒
愈
な
ど
と
の

境
を
大
ざ
っ
ぱ
に
記
し
て
い
る
。

　
天
秘
二
年
の
検
地
に
よ
る
村
高
は

十
石
五
斗
余
、
芦
数
九
戸
、
約
二
〇

○
駕
後
の
明
治
元
（
｝
八
六
八
）
舘

の
村
腐
は
三
十
八
石
，
斗
余
、
芦
数

廻
十
｝
戸
と
な
つ
て
い
る
。

　
大
薫
二
（
｝
九
コ
5
葎
三
月
、

松
之
山
地
区
を
霊
と
す
る
臼
強
信
溺

購
翼
綴
合
が
設
立
さ
れ
新
山
に
講
務

所
が
溜
㎜
か
れ
た
。

　
昭
秘
三
十
七
無
か
ら
始
ま
っ
た
松

之
山
地
す
べ
り
は
広
範
臨
に
及
び
、

新
山
で
も
耕
地
の
大
部
分
が
被
窪
を

受
け
た
。

　
牽
二
神
社
及
び
陣
弥
陀
鴬
の
翻
立

年
月
は
不
明
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
天
秘
三
年
の
検
地
鰻
に

は
「
十
二
神
祇
境
内
二
畝
余
・
阿
弥

陀
堂
…
畝
余
」
の
除
地
記
録
が
あ
り
、

江
芦
繭
期
以
繭
の
翻
立
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
十
二
神
社
は
文
敏
十
（
｝
八
二
七
）

年
十
二
月
黒
牽
田
焼
失
し
、
翌
文
政

十
｝
年
囎
肩
樗
建
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
大
瓶
元
年
に
は
改
築
さ
れ

て
い
る
。

　
杉
木
立
に
鱒
ま
れ
た
境
内
に
は
、

鹿
島
神
窟
と
大
杉
大
明
神
（
爾
か
と

も
石
碑
）
も
鎮
鰹
し
、
省
く
か
－
集

落
内
一
の
盤
地
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

　
嗣
弥
陀
黛
は
集
落
中
央
紅
あ
り
、

弘
化
三
ゑ
八
照
六
〉
年
構
建
さ
れ

て
い
る
．

　
昭
秘
三
牽
胤
鶴
、
住
職
欝
沢
恵
明

死
崇
に
よ
り
陶
弥
陀
堂
は
集
会
所
と

な
り
、
附
弥
陀
姐
来
な
ど
の
仏
練
仏

翼
は
そ
の
ま
ま
簗
会
斯
に
女
置
さ
れ

た
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
べ
　
こ
　
　
ゾ
　
し
お
コ

　
新
山
城
に
フ
い
て
噂
温
古
之
葉
」

で
は
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
．

「
建
戯
葬
間
（
一
三
三
鰯
～
三
八
）

　
　
　
　
　
　
も
も
ホ
か

新
照
氏
の
薦
揺
下
坂
又
在
衛
門
政
成

の
旛
城
と
飯
え
る
ひ
政
成
戦
死
の
後
、

従
距
が
後
雛
を
奉
じ
て
籔
城
。
榊
興
治

年
闘
（
ご
莞
ハ
ニ
～
六
八
）
守
護
上

杉
憲
顕
紀
攻
め
ら
れ
て
落
城
し
た
。

そ
の
際
、
城
内
の
老
幼
第
女
が
麓
の

松
絹
の
深
淵
に
沈
め
ら
れ
、
藤
殺
さ

れ
た
と
倣
え
る
」

杉木立に圏まれる十二神社

境内には鹿島神窟と大杉大明神も鎮座し、古くから

集落内の整地となっていたと思われる

　
町
史
で
は
集
落
周
辺
の
山
々
を
調

資
し
た
が
、
は
っ
き
り
し
た
遺
構
が

見
つ
か
ら
ず
場
所
の
断
定
は
で
き
な

か
つ
た
、

　
ま
た
、
申
世
の
集
落
跡
付
近
も
調

奮
し
た
が
遺
構
は
見
つ
か
ら
ず
、
今

後
は
兎
欝
・
修
業
暫
闇
の
山
々
を
調

糞
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
志
人
証
二
‘
年
…
綜
月
十
六
繊
、
　
由
…
強
僑
嗣

粥
購
貿
組
禽
が
設
立
さ
れ
瓢
山
に
蟻

務
所
が
灘
か
れ
た
際

　
組
禽
の
区
域
は
凝
山
・
松
之
山
．

光
闘
・
水
梨
・
大
荒
芦
・
湯
山
で
、

組
禽
蝿
数
一
二
六
人
と
小
さ
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
銀
行
等
の
金
融
機
闘
が

な
く
、
頼
母
子
講
や
貸
金
叢
暫
に
頼

っ
て
い
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
低
利

で
融
資
が
受
け
ら
れ
る
組
為
の
惇
往

は
大
き
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
時
代
の
変
化
に
檸
㌧
零

纈
な
組
舎
で
は
経
営
が
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
き
た
、

　
昭
秘
闘
無
九
月
八
鰻
、
織
松
之
由

村
管
内
に
あ
っ
た
幽
つ
の
儒
用
組
禽

（
自
強
・
松
之
由
栂
・
松
鍵
・
業
羅
〉

が
禽
併
し
、
松
之
山
村
儒
用
組
合
を

葎
続
組
禽
と
し
た
、
鞍
隈
嚢
任
松
之

山
紺
”
儒
期
購
翼
販
売
利
胴
組
合
が
設

㎜
鳳
さ
れ
た
。

　　　　ウェルカム　　　　　　　　キャサリン

WelcomeKathleen㌦

津畑キャサ妻タンさん

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　
教
欝
婁
轟
余
の
英
羅
指
導
助
乎
と

し
て
、
闘
鍔
か
ら
津
畑
キ
ャ
サ
ウ
ン

ざ
ん
が
勤
務
し
て
い
濠
す
．

　
キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら

の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま

し
た
。

▼
松
之
出
の
印
象
は

　
欝
然
の
蟹
か
さ
や
、
鳶
禦
亀
の
奨

し
さ
に
び
っ
く
り
し
豪
し
た
囎

▼
松
之
出
へ
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

　
夫
蕊
鍔
婁
ん
）
と
結
婚
し
て
、

い
つ
か
は
鷺
本
へ
来
た
い
と
思
っ
て

い
産
し
た
。

　
…
男
さ
ん
は
十
欝
騎
衛
綴
舞
で
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
騰
岡
す
る
と
き
は
実

家
の
近
く
に
建
み
た
い
と
驚
え
て
い

た
そ
う
で
す
．

　
教
欝
姿
蝿
金
で
英
謙
指
導
助
手
を

探
し
て
い
る
と
い
う
講
し
を
醐
き
、

象
旗
で
松
之
出
へ
来
豪
し
た
窃

▼
出
身
地
は

　
エ
漁
肇
灘
蕃
ク
布
駐
れ
の
雛
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
欝
ち
で
す
．

▼
鱒
蒙
族
は

　
夫
シ
ニ
男
（
保
蒼
斯
り
す
総
）
嵩

女
（
小
掌
校
三
年
・
…
隼
）
で
す
．

▼
趣
瞭
は

　
演
翻
を
教
凡
る
こ
と
、
作
詩
、
随

筆
、
憲
轟
な
ど
で
す
。

　
紙
聞
や
雑
誌
の
甜
諸
を
し
て
い
た

め
噛
＼
文
鐵
を
轡
く
の
が
好
き
に
な

つ
濠
し
た
、

　
ス
ポ
ー
ツ
は
発
る
方
が
好
き
で
す

が
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
ダ
ン
ス
を
少

少
や
つ
て
い
嶽
し
た
．

▼
好
毒
な
食
べ
物

　
さ
し
み
、
寿
司

▼
嫌
い
な
食
べ
物

納
薫

▼
ど
の
よ
う
な
授
業
を
し
た
い
で
す

　
か

　
撫
蕪
の
先
総
と
糊
談
し
な
が
ら
楽

し
い
授
叢
を
し
た
い
。

　
た
と
え
ば
、
綱
の
よ
う
な
　
場
爾

を
設
建
し
、
子
供
岡
士
で
簡
単
な
会

露
が
で
き
た
ら
畏
い
と
思
い
ま
す
．

　
濠
た
、
机
紅
座
っ
て
ば
か
り
い
て

も
ダ
メ
獄
の
で
、
ス
ボ
ー
ツ
を
し
た

り
歌
を
う
た
っ
た
り
と
工
央
し
た
い
喰

▼
松
之
出
で
し
て
み
た
い
こ
と
は

　
豊
か
な
醸
然
と
幾
俗
に
つ
い
て
少

し
調
べ
て
み
た
い
で
す
。

　
今
葎
の
一
荊
紅
薬
環
し
た
ば
か
り

の
キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
で
す
が
、
　
一
溝

も
羅
く
松
之
由
紅
灘
れ
楽
し
い
英
語

を
教
え
て
く
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

　
な
お
、
キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
の
随
筆

隷
葦
ナ
ー
を
来
月
｝
か
ら
始
め
た
い

と
思
い
濠
す
伽
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役
場
職
員
人
事
異
動
t

　
役
場
で
は
、
漏
月
｝
鷺
付
け
で
職

蝿
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
翻
の
異
働
で
は
、
撫
絡
的
な
下

水
道
事
叢
続
対
応
す
る
た
め
、
職
鍛

～
名
が
県
の
下
水
道
謙
に
派
還
藝
れ

る
こ
と
紅
な
り
豪
し
た
、

　
ま
た
、
佐
藤
総
畏
謙
擾
が
退
職
さ

れ
、
二
名
が
採
絹
さ
れ
豪
し
た
。

　
　
　
　
　
〔
（
　
）
内
は
異
動
繭
〕

▽
織
会
薯
務
周
藁
　
　
（
診
療
漸
薯
務

　
長
）

▽
像
畏
謙
長

　
　
津
蠣
秘
栄

（
譲
会
箏
務
罵
幾
）

　
　
．
燭
橋
　
寛
回

▽
診
療
漸
編
務
撮

係
畏
・
舞
紐
）

▽
億
規
諜
纈
徹
係
長

地
係
長
〉

▽
診
療
勝
庶
務
係
幾

務
係
・
昇
鉦
〉

▽
診
療
漸
懸
護
婦
長

▽
建
設
諜
糊
地
係
擾

祇
係
・
昇
任
）

▽
総
務
課
税
務
係

　
係
）

▽
総
務
諜
響
政
係

▽
窪
鋭
謙
纏
艮
係

（
億
跳
謙
櫃
祉

勲
鳥
　
艮
｝

　
（
建
設
諜
耀

粥
、
獣
　
鼠

　
ハ
総
務
謙
税

小
野
塚
代

（
翼
任
〉

石
塚
　
鱈
江

　
（
焼
跳
課
醐

小
野
塚
　
栄

（
傭
幾
諜
鑑
畏

轟
沢
　
寿
恵

（
診
療
選

相
沢
養
代
子

（
総
務
謙
行
政

　
係
〉
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
穂
憲

▽
掻
興
謙
企
醐
調
驚
係
　
（
東
窟
事

務
漸
）
　
　
　
　
小
鷺
　
一
成

…
〉
性
跳
諜
福
祇
係
　
　
（
産
叢
謙
農
叢

　
婁
鰻
会
係
）
　
　
　
布
施
　
政
子

▽
建
設
諌
下
水
道
係
藝
懸
ド
水
道
諜

　
へ
滋
選
　

（
璽
頸
城
広
域
組
禽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
欝
　
巌
蜜

＠
策
窟
事
務
斯

▽
本
出
敏
簸
（
振
騨
諜
企
顧
調
犠
係
）

⑨
松
之
鐵
像
育
所

▽
葦
栂
慶
子
〈
浦
磁
保
欝
漸
〉

⑨
浦
欝
保
資
所

▽
嵩
橋
ミ
ツ
ィ
（
松
之
出
保
費
選

㊨
懸
採
馬

▽
蕎
沢
雄
基

▽
滝
沢
彰
宏

（
住
罠
謙
保
健
衛
盗
係
）

（
産
叢
謙
襲
業
婁
轟
余

係
）

⑨
退
　
職

▽
依
藤
　
昇
（
便
鋭
謙
長
）
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ロ
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㈱
月
㎜
臓
か
ら
照
段
ま
で
、
お
ふ

く
ろ
餓
で
松
之
山
闘
険
学
校
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
滲
繍
藩
…
は
東
宗
遺
鷺
険
ク
ラ
プ
ニ
十

名
、
町
内
の
兇
激
・
生
徒
十
二
名
の

計
鷺
十
二
私
で
し
た
。

　
二
臼
は
塩
作
9
と
花
モ
チ
窪
り
で
、

塊
作
り
は
兎
鱗
の
慶
晦
の
湯
を
煮
詰

め
て
作
り
ま
し
た
．

　
大
ナ
ベ
．
』
入
れ
ら
れ
た
源
泉
二
〇

ε
か
ら
約
．
閥
0
9
の
堪
が
採
れ
、

、
．
懸
で
ム
輿
計
一
㎏
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
白
い
さ
ら
さ
ら
し
た

壕
を
な
め
、
甘
み
の
あ
る
蒙
ろ
や
か

な
味
に
鷺
ん
で
い
ま
し
た
。

　
花
モ
チ
作
り
は
食
紅
の
入
っ
た
モ

チ
を
花
び
ら
状
に
し
、
自
分
で
採
っ

て
き
た
木
に
繭
し
て
舗
り
ま
し
た
。

　
夕
方
は
火
文
字
の
準
舗
を
し
ま
し

た
が
、
何
と
い
う
掌
に
す
る
か
長
縛

間
考
え
て
い
る
班
が
あ
り
ま
し
た
。

　
夜
七
時
過
ぎ
次
々
と
点
火
さ
れ
、

瞬
欄
に
「
火
・
米
・
由
し
と
い
う
字

が
浮
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
三
溺
は
欝
険
教
窺
で
、
自
然
の
中

で
一
人
で
焦
き
ぬ
く
た
め
の
難
識
を

教
わ
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス
カ
・
、
’
ト
リ
ー

ス
キ
ー
選
乎
権
大
へ
、
は
、
新
活
鯉
ス

キ
ー
連
盟
公
認
の
大
会
で
、
購
内
選

手
は
も
と
よ
り
県
内
の
薄
力
校
、
叢

野
麟
、
内
の
脊
力
校
か
ら
も
選
雫
が
多

数
滲
撫
し
ま
す
。

▼
期
　
霞
　
臨
思
十
八
繕
（
獺
）

▼
会
　
場

　
大
厳
導
簡
原
ク
鷲
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
コ
ー
ス

▼
臼
　
程

．
鍵
　
　
付
　
八
縛
、
、
十
分
～

灘
会
式
　
九
蒔
十
分
～

選
手
為
、
　
九
聴
　
ー
分
～

競
技
開
始
　
十
時
三
十
分
～

▼
競
技
噸

①
成
舘
男
子
牽
㎞

②
夢
葬
勇
子
十
㎞

③
中
鮮
校
男
婁
∵
三
年
十
㎞

④
成
年
女
子
五
㎞

⑤
少
年
女
子
五
㎞

⑥
中
学
校
女
曇
丁
三
難
五
㎞

⑦
中
掌
校
男
子
一
年
燕
㎞

⑧
中
掌
校
女
子
一
年
五
㎞

⑨
小
常
校
髪
窯
ハ
鶴
鴛
㎞

⑩
小
挙
校
男
子
五
年
戴
㎞

⑪
小
掌
校
女
子
六
年
三
㎞

⑫
小
掌
校
女
子
烈
獲
一
翫

凱
鍵

噸

　
憾
黒
倉
分
校
で
劇
作
濡
動
を
し
て

い
る
人
形
劇
穣
「
ば
ぺ
っ
と
」
の
皆

さ
ん
が
、
松
之
山
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
無
料
公
演
を

行
な
い
ま
す
。

　
乎
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
鑑
賞

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
潤
月
二
彰
九
獄
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
…
階
三
十
分
か
ら

▼
場
　
所
　
松
之
出
町
鶏
俸
欝
館

▼
演
　
目
　
地
球
が
泣
い
て
い
る
！

（
演
目
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　く蓄審蓼
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蕃
鑛
灘
籍
獲
磯
灘
裁
難

　
平
成
五
年
度
の
成
人
式
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
．

▼
期
　
β
　
五
月
、
鷺
（
月
）

　
　
　
　
　
午
荊
十
時
か

▼
場
　
駈
　
自
然
休
養
材
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
　
疑
秘
照
十
八
無
照
月
二

　
　
　
　
　
撚
か
ら
昭
和
照
十
九
無

　
　
　
　
　
照
月
｝
繕
盆
れ
の
方

離
撰
骸
懸
鶏
鱗
欝
鑛
鞭
．

灘
懸
翻
搬
縫
纏
縢
縫
．
、
．

　
掌
校
体
脊
館
及
び
購
幾
体
膏
館
を

建
期
的
に
利
用
し
た
い
方
は
、
利
絹

癖
愕
潔
範
よ
り
許
可
を
受
け
て
く
だ

さ
い
．
〈
串
薄
灘
は
公
罠
館
に
蕎
り
〉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ご
協
力
を

　
醜
難
秋
の
ほ
く
・
瞬
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
輿
　
に
は
、
七
新
数
名
の
大

勢
の
方
か
ら
参
繍
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
、

　
闘
屑
か
ら
は
特
劉
養
軽
琶
人
ホ
ー

ム
不
讐
欄
が
オ
ー
プ
ン
し
牽
ゲ
の
で
、

一
人
で
も
多
く
の
学
・
㌧
蜜
か
ら
ボ
ラ

ヤ
、
ニ
ブ
ィ
ァ
濡
動
に
参
撫
し
て
い
た
だ

き
、
目
　
の
祇
撫
、
活
動
の
場
を
広
げ
、

地
域
と
の
係
わ
り
を
深
め
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
彊

　
入
漸
轡
が
揃
う
の
は
指
月
鵬
～
な

る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
瞬
に
な
れ

ば
翼
体
的
な
仕
零
内
容
や
臓
程
な
ど

が
わ
か
る
と
思
い
濠
す
．

　
績
穫
等
が
決
ま
り
家
し
た
ら
、
チ

ラ
シ
v
作
っ
て
皆
さ
ん
の
希
耀
，
を
取

り
ま
と
め
ま
す
の
で
ご
協
力
を
い
瀬

い
い
た
し
ま
す
，

　
一
年
に
　
績
で
も
い
い
、
携
分
の

で
き
る
幾
璽
Ψ
で
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
熱

繍
し
、
こ
の
輪
を
広
げ
て
行
け
た
ら

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
鄭

　
ま
た
、
、
岡
齢
化
轡
一
会
に
・
聞
っ
て
い

つ
輩
で
も
、
兀
獣
で
、
ぶ
ヲ
ン
テ
ィ
ア

の
、
人
と
し
て
濡
躍
ぐ
き
る
よ
う
頑

蕨
り
た
い
で
す
ね
。

新
教
育
委
員
に
島
田

　
今
年
一
月
か
ら
欠
興
と
な
っ
て
い

ま
し
た
教
毒
警
鰻
紅
、
莱
水
鶴
の
酷

島霞一一さん

　
　
一
さ
ん

田
　

一
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
欝
灘
さ
ん
は
、
．
。
趨
｝
卜
九
籏
韓

行
わ
れ
た
臨
時
義
瓜
．
酬
で
議
撫
、
の
岡
憲

を
愛
け
、
顎
　
．
弩
　
軒
沼
付
磐
、
任
命

さ
れ
ま
し
た
．

　
鶴
田
さ
ん
は
、
瞬
の
教
袴
・
文
化
・

体
膏
の
振
興
に
努
力
し
た
い
と
抱
負

を
灘
ワ
て
く
れ
ま
し
た
、

松
窩
書
道
部
饗
種
書
道
展
灘
裁
潅
躍
灘

　
蒙
雛
ハ
名
と
少
人
数
な
が
ら
、
県

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
納

め
て
い
る
松
嵩
灘
道
部
の
潜
躍
を
．

知
ら
せ
し
ま
す
。
　
（
敬
称
略
〉

▼
第
蕊
十
穴
園
全
魍
学
芸
科
学
コ
ン

　
ク
ー
ル

ゆ
入
　
選
　
小
野
塚
は
る
菜
（
三
年
）

※
塔
寧
．
｛
数
約
七
千
点
、
入
選
以
焦

　
の
入
，
更
蓄
は
わ
ず
か
十
黛
名
し
か

　
い
な
い
。

▼
第
二
十
九
園
全
日
本
書
初
め
大
展

　
覧
会

伽
朝
繍
職
醐
徹
賞

　
　
　
　
　
佐
藤
龍
漉
（
二
年
）

⑪
欝
本
試
道
館
蟹

　
　
　
　
　
相
縢
美
紀
子
（
三
年
）

　
　
　
　
　
小
野
塚
は
る
菜

⑪
特
　
選
　
隔
橋
遅
恵
（
r
夢
〉

　
　
　
　
　
磁
辺
轟
理
（
．
年
）

　
　
　
　
　
田
辺
拳
恵
（
二
無
）

▼
第
二
十
九
画
全
圏
学
生
霧
道
展

▽
第
欄
部
（
条
幡
作
品
）

⑬
．
灘
鷺
紙
闘
社
欝
　
俊
藤
龍
治

⑬
特
選
趨
橋
理
葱

　
　
　
　
　
小
野
塚
は
る
粟

▽
第
二
部
（
近
代
詩
文
懇
作
蕪
）

＠
創
玄
藩
道
会
奨
励
賞
　
佐
藤
龍
治

⑪
特
選
額
辺
真
理

搬
導
し
て
い
る
の
は
爾
沢
警
治
さ

ん
で
、
部
醗
た
ち
の
鰯
性
を
伸
ば
す

の
に
蕃
労
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
年
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

新
鋼
図
誉
鑓
鐵
難
鎌
毯
羅
の
懸
慧
翻
鶏
嚢
懸
鎌
犠

　
公
幾
館
の
図
盤
灘
に
新
刊
図
蹴
が

入
り
ま
し
た
の
で
ご
釈
用
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
貸
出
し
騰
数
一
は
三
騰
以
内
”

で
、
黛
綴
し
期
闇
は
十
鷺
間
で
す
．

▼
新
利
図
書
名

い
の
ち
輝
い
て
翻
き
る

謎
解
き
徳
川
埋
蔵
金
伝
説

男
と
女
の
キ
ビ
削
卦

愛
を
感
じ
る
と
き

か
よ
い
あ
い
た
い
心
た
ち

港
い
て
こ
そ
瓜
臼
を
輝
い
て

心
が
元
籏
に
な
る
本

、
癌
猫
ホ
…
ム
ズ
の
家
出

私
は
夢
を
箆
る
の
が
ヒ
葬

毎臼にぎやかな部活動をしているそうです

シ
ベ
リ
ヤ
鉄
道
殺
人
轟
件

幽
霊
騰
敷
の
難
話
番

魔
女
っ
子
チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん

幻
想
と
死
の
信
越
本
線

芭
蕉
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
曙
弩

カ
ー
ド
地
獄
一
〇
〇
万
人
の
規
実

（
こ
の
ほ
か
に
翫
↑
冊
荷
り
）
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ロ
ー

　
㈱
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㎜
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で
、
お
ふ
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餓
で
松
之
山
闘
険
学
校
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
滲
繍
藩
…
は
東
宗
遺
鷺
険
ク
ラ
プ
ニ
十

名
、
町
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兇
激
・
生
徒
十
二
名
の

計
鷺
十
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私
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し
た
。
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臼
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作
9
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花
モ
チ
窪
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で
、
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作
り
は
兎
鱗
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慶
晦
の
湯
を
煮
詰

め
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作
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ま
し
た
．

　
大
ナ
ベ
．
』
入
れ
ら
れ
た
源
泉
二
〇

ε
か
ら
約
．
閥
0
9
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堪
が
採
れ
、

、
．
懸
で
ム
輿
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一
㎏
に
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な
り
ま
し
た
。
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供
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ち
は
白
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さ
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し
た
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な
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、
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あ
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や
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味
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鷺
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ま
し
た
。
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モ
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作
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食
紅
の
入
っ
た
モ
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花
び
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状
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、
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分
で
採
っ

て
き
た
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に
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し
て
舗
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ま
し
た
。

　
夕
方
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火
文
字
の
準
舗
を
し
ま
し
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が
、
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と
い
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掌
に
す
る
か
長
縛

間
考
え
て
い
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あ
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ま
し
た
。

　
夜
七
時
過
ぎ
次
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点
火
さ
れ
、

瞬
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に
「
火
・
米
・
由
し
と
い
う
字

が
浮
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上
が
り
ま
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た
。

　
三
溺
は
欝
険
教
窺
で
、
自
然
の
中

で
一
人
で
焦
き
ぬ
く
た
め
の
難
識
を

教
わ
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス
カ
・
、
’
ト
リ
ー

ス
キ
ー
選
乎
権
大
へ
、
は
、
新
活
鯉
ス

キ
ー
連
盟
公
認
の
大
会
で
、
購
内
選

手
は
も
と
よ
り
県
内
の
薄
力
校
、
叢

野
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、
内
の
脊
力
校
か
ら
も
選
雫
が
多

数
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し
ま
す
。

▼
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会
　
場
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原
ク
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ス
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．
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、
、
十
分
～

灘
会
式
　
九
蒔
十
分
～

選
手
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、
　
九
聴
　
ー
分
～

競
技
開
始
　
十
時
三
十
分
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▼
競
技
噸

①
成
舘
男
子
牽
㎞

②
夢
葬
勇
子
十
㎞

③
中
鮮
校
男
婁
∵
三
年
十
㎞

④
成
年
女
子
五
㎞

⑤
少
年
女
子
五
㎞

⑥
中
学
校
女
曇
丁
三
難
五
㎞

⑦
中
掌
校
男
子
一
年
燕
㎞

⑧
中
掌
校
女
子
一
年
五
㎞

⑨
小
常
校
髪
窯
ハ
鶴
鴛
㎞

⑩
小
挙
校
男
子
五
年
戴
㎞

⑪
小
掌
校
女
子
六
年
三
㎞

⑫
小
掌
校
女
子
烈
獲
一
翫

凱
鍵

噸

　
憾
黒
倉
分
校
で
劇
作
濡
動
を
し
て

い
る
人
形
劇
穣
「
ば
ぺ
っ
と
」
の
皆

さ
ん
が
、
松
之
山
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
無
料
公
演
を

行
な
い
ま
す
。

　
乎
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
鑑
賞

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
潤
月
二
彰
九
獄
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
…
階
三
十
分
か
ら

▼
場
　
所
　
松
之
出
町
鶏
俸
欝
館

▼
演
　
目
　
地
球
が
泣
い
て
い
る
！

（
演
目
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
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っ
て
い

つ
輩
で
も
、
兀
獣
で
、
ぶ
ヲ
ン
テ
ィ
ア

の
、
人
と
し
て
濡
躍
ぐ
き
る
よ
う
頑

蕨
り
た
い
で
す
ね
。

新
教
育
委
員
に
島
田

　
今
年
一
月
か
ら
欠
興
と
な
っ
て
い

ま
し
た
教
毒
警
鰻
紅
、
莱
水
鶴
の
酷

島霞一一さん

　
　
一
さ
ん

田
　

一
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
欝
灘
さ
ん
は
、
．
。
趨
｝
卜
九
籏
韓

行
わ
れ
た
臨
時
義
瓜
．
酬
で
議
撫
、
の
岡
憲

を
愛
け
、
顎
　
．
弩
　
軒
沼
付
磐
、
任
命

さ
れ
ま
し
た
．

　
鶴
田
さ
ん
は
、
瞬
の
教
袴
・
文
化
・

体
膏
の
振
興
に
努
力
し
た
い
と
抱
負

を
灘
ワ
て
く
れ
ま
し
た
、

松
窩
書
道
部
饗
種
書
道
展
灘
裁
潅
躍
灘

　
蒙
雛
ハ
名
と
少
人
数
な
が
ら
、
県

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
納

め
て
い
る
松
嵩
灘
道
部
の
潜
躍
を
．

知
ら
せ
し
ま
す
。
　
（
敬
称
略
〉

▼
第
蕊
十
穴
園
全
魍
学
芸
科
学
コ
ン

　
ク
ー
ル

ゆ
入
　
選
　
小
野
塚
は
る
菜
（
三
年
）

※
塔
寧
．
｛
数
約
七
千
点
、
入
選
以
焦

　
の
入
，
更
蓄
は
わ
ず
か
十
黛
名
し
か

　
い
な
い
。

▼
第
二
十
九
園
全
日
本
書
初
め
大
展

　
覧
会

伽
朝
繍
職
醐
徹
賞

　
　
　
　
　
佐
藤
龍
漉
（
二
年
）

⑪
欝
本
試
道
館
蟹

　
　
　
　
　
相
縢
美
紀
子
（
三
年
）

　
　
　
　
　
小
野
塚
は
る
菜

⑪
特
　
選
　
隔
橋
遅
恵
（
r
夢
〉

　
　
　
　
　
磁
辺
轟
理
（
．
年
）

　
　
　
　
　
田
辺
拳
恵
（
二
無
）

▼
第
二
十
九
画
全
圏
学
生
霧
道
展

▽
第
欄
部
（
条
幡
作
品
）

⑬
．
灘
鷺
紙
闘
社
欝
　
俊
藤
龍
治

⑬
特
選
趨
橋
理
葱

　
　
　
　
　
小
野
塚
は
る
粟

▽
第
二
部
（
近
代
詩
文
懇
作
蕪
）

＠
創
玄
藩
道
会
奨
励
賞
　
佐
藤
龍
治

⑪
特
選
額
辺
真
理

搬
導
し
て
い
る
の
は
爾
沢
警
治
さ

ん
で
、
部
醗
た
ち
の
鰯
性
を
伸
ば
す

の
に
蕃
労
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
年
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

新
鋼
図
誉
鑓
鐵
難
鎌
毯
羅
の
懸
慧
翻
鶏
嚢
懸
鎌
犠

　
公
幾
館
の
図
盤
灘
に
新
刊
図
蹴
が

入
り
ま
し
た
の
で
ご
釈
用
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
貸
出
し
騰
数
一
は
三
騰
以
内
”

で
、
黛
綴
し
期
闇
は
十
鷺
間
で
す
．

▼
新
利
図
書
名

い
の
ち
輝
い
て
翻
き
る

謎
解
き
徳
川
埋
蔵
金
伝
説

男
と
女
の
キ
ビ
削
卦

愛
を
感
じ
る
と
き

か
よ
い
あ
い
た
い
心
た
ち

港
い
て
こ
そ
瓜
臼
を
輝
い
て

心
が
元
籏
に
な
る
本

、
癌
猫
ホ
…
ム
ズ
の
家
出

私
は
夢
を
箆
る
の
が
ヒ
葬

毎臼にぎやかな部活動をしているそうです

シ
ベ
リ
ヤ
鉄
道
殺
人
轟
件

幽
霊
騰
敷
の
難
話
番

魔
女
っ
子
チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん

幻
想
と
死
の
信
越
本
線

芭
蕉
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
曙
弩

カ
ー
ド
地
獄
一
〇
〇
万
人
の
規
実

（
こ
の
ほ
か
に
翫
↑
冊
荷
り
）
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津
南
火
葬
場
の
使
用
に
つ
い
て

　
鰻
月
一
潟
か
ら
灘
爾
地
域
衛
熱
施

設
組
禽
火
難
場
を
笈
用
し
て
い
ま
す

が
、
火
葬
の
申
し
込
み
方
法
は
次
の

と
お
り
で
す
。

脚
、
松
之
由
購
役
場
に
申
、
蟹
蓄
の
集

落
名
・
氏
省
・
使
総
嬢
時
・
難
撚
簾

の
利
用
等
を
仮
卵
し
込
み
し
て
く
だ

さ
い
葭

　
死
亡
鰯
の
筋
で
も
、
死
亡
の
沼
聴

が
わ
か
れ
ば
、
電
話
で
も
仮
購
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
火
葬
当
漏
の
一
醸
麟
ま
で

に
購
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
、

二
、
松
之
山
購
役
場
で
は
、
仮
糟
し

込
み
に
よ
り
津
爾
購
役
場
と
遵
絡
を

と
り
、
火
灘
場
の
使
粥
田
晦
等
を
決

め
、
購
講
覆
に
仮
受
付
の
内
容
を
お

郊
ら
せ
し
蒙
す
、

蕪
、
購
講
煮
は
松
之
山
町
役
場
か
ら

交
付
を
受
け
た
火
葬
許
町
証
一
枚
及

び
火
葬
場
使
用
料
を
持
参
の
う
え
、

津
南
町
役
場
購
艮
諜
環
境
係
に
火
葬

場
使
罵
の
辮
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
ウ

　
灘
南
購
役
場
へ
の
申
し
込
み
（
受

付
）
は
火
、
葬
覇
鷺
で
も
結
構
で
す
が
、

受
付
が
済
ん
で
い
な
い
と
火
葬
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
火
葬
蔚
紅
必
ず
受
付

を
し
て
く
だ
さ
い
⇔

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
保
健
衛
生

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

婦
人
電
気
教
室
開
催

　
嬬
人
を
対
象
と
し
た
一
．
犠
織
教
蜜
が
、

』
東
北
蓬
力
（
株
）
十
磁
郷
営
業
勝
で
瀾

鶴
さ
れ
ま
す
。

　
叢
気
の
墓
礎
歎
識
を
矩
り
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
参
癬
し
て
く
だ
さ
い
ウ

▼
受
講
期
間
　
裁
月
～
十
｝
月
の
第

　
黒
水
曝
黛
多
萌
中
（
八
月
は
休
み
）

▼
開
講
田
　
烈
月
十
九
研
（
水
）

　
午
繭
九
聴
黛
十
分
か
ら

▼
受
講
料
　
｝
、
○
○
○
円

▼
定
　
員
　
二
新
践
名

▼
講
座
内
容

　
電
餓
の
基
礎
兜
識
、
修
理
夷
欝
、

　
料
理
実
習
、
施
設
見
掌
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
粟
北
電
力
（
株
）
牽
鷺
町
営
業
勝

　
　
　
　
お
霧
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
謙

　
費
〇
二
流
七
…
五
二
…
三
一
〇
七

一

篠

‘8

短
歌

そ
ろ
も
ん
ド

相
闘
の
歌
は
つ
ら
つ
ら
ほ
ろ
苦
し

　
　
　
　
　
万
葉
人
の
熱
き
思
い
は

　
　
　
れ
ざ
　
も

家
持
が
吾
妹
を
偲
ぶ
せ
つ
せ
つ
と

　
　
　
　
歌
に
託
せ
ば
歌
は
艶
め
く

家
持
の
偲
ぶ
吾
妹
の
遺
し
た
る

　
　
　
　
な
で
し
ニ

　
　
　
　
撫
子
の
花
涙
で
枯
る
る

　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
　
俊
心

俳
句

ハ
奥
多
摩
の
造
酒
屡
を
訪
ね
て
｝

梅
の
柑
越
後
杜
氏
の
蔵
唄
も

梅
浮
か
べ
越
後
の
米
の
原
酒
汲
む

観
梅
の
中
働
け
る
農
夫
婦

　
　
　
　
　
埼
玉
県
草
加
市
　
樋
ロ

標
高
差
知
る
す
べ
も
無
く
山
笑
ふ

観
膏
堂
内
ふ
と
こ
ろ
に
山
笑
ふ

念
願
の
圏
翻
心
歩
春
段
和
り

早
春
の
湯
沢
後
に
四
國
の
旅

早
春
の
草
津
路
は
る
か
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
観
音
寺
　
滝
沢
　
流
石

春
待
て
ど
今
日
も
今
β
も
と
雪
の
降
る

春
雪
と
あ
な
ど
り
難
き
絵
寒
か
な

仲
『
春
の
言
繭
蛋
、
鞭
彊
壁
“
鯉
｛
い
道

　
　
　
　
　
豊
　
田
　
高
沢
　
哲
山

栄
屋

素
秋

丸
久

（
藤
助
）

ヨ
　
　
ゆ

力
　
癒
V

素
人
と
見
抜
い
た
釘
は
ソ
ッ
ポ
向
き

ま
っ
す
ぐ
に
歩
い
て
友
は
つ
い
て
来
ず

く
れ
そ
う
な
ロ
ぶ
り
忘
れ
た
よ
う
に
行
き

　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
村
　
正
孝
（

詩　
　
停
草

爾
　
は
じ
ま
り
の
雨
は

音
も
な
く
射
に
降
り
そ
そ
ぐ

趨
ら
の
重
み
に
耐
え
か
ね
た

雪
に
し
み
入
り
　
白
さ
を
ぼ
か
し

山
を
　
家
を
　
橋
を
霧
で
つ
つ
む

ど
こ
か
ら
か
　
煙
の
に
お
い
が

老
い
た
人
の
な
つ
か
し
さ
を
運
び

木
の
芽
が
し
っ
と
り
ぬ
れ
て

ふ
く
ら
み
を
お
び
る
の
を

懐
胎
の
よ
う
に
想
像
す
る

都
会
の
く
ら
し
の
中

郷
愁
に
か
ら
れ
　
く
り
返
し

描
い
て
い
た
の
は
こ
ん
な
雨
の
日

ま
ど
ろ
み
が
許
さ
れ
る
漂
う
よ
う
な
春

や
さ
し
さ
の
す
べ
て
を
産
む

ふ
る
さ
と
の
春
の
は
じ
ま
り
の
雨

囎
月
の
晴
れ
癒
と
決
意
と
に

く
だ
か
れ
る
前
の
つ
か
の
間

　
　
　
　
　
　
天
水
島
　
高
橋
　
玲
子

鮮
烈
な
色
彩
を
も
つ
豊
饒
な
春
は
い
ら
な
い 一

枚
囲
〉

（
中
山
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　購　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　縫　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　襲　　　　　　　　騰　　　　　　灘　　　　鱗　　　羅　　難　霧

鐵

　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　鑛　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　灘　　　　　　纏　　　　震翻

新山住宅の入居者募集！
　町では新繊住宅（小鶴麗さん麟〉の入屡餐を募集しています。

　新山住宅は木造2階建で、いつでも入縁でき豪す、

◎家　賃　　1か月2（），倉（搬門

⑨間取移　隻階（玄関，台所、騰議場、優所、穂蜜6畳x2間、

　　　　物置）2階（穂室δ畳＞（1間）

＠串し込み及び問い合わせ先

　　　　松之鐵町役場建設諜建設係（岱6…31鍍内線35）

大厳寺高原の宿泊施設

ば一どが一でんは今年営業しません

　皆さまからご利驚いただいてお9ますば一どが一でんは、都合に

より今隼は営業しません．

　　労働保険の申告・納付は早めに
　平成5年度の年度更新における労働保険料の購告と納付の受付け

が、4月玉欝から5月17iヨまで行われます療

　まだ、手続きの済んでいない事業主の方は、できるだけ早めに保

険料申魯書に保険料を添えて、簸寄りの銀行等に串告納付してくだ

さい。

胴

ぎ禽，轡禦君善

o　　　　　　（
　　　　qだ・ノ

シ　　　㌣． 1ヤ
睾

！ダン’c

《露乞．　春
　　　ひ

　　一

実 一

態や
サ
過
ぎ
る
と

b
・
え
）
マ

汝
肉
た
な
“

　
の
で
す誘

〃1

　
　
　
・
超

　
　
↑
署

調
尊

レ
牌

麹
㌧

e
轟

＼帰
褻

八

t

鷺

繭

イ　鷺　ハ　蕩　串　へ　ト　華　サ　ヌ　～診

　黒先コウ（5手まで〉

3
月
号
の
答
え

　
4

6
2
　
　
8

～

　i誌碁の解答を募集してい

ます。4月27疑までにハガ

キなどで広報i胆i当まで

正解者には糎繍を進呈

疋解者

　久保田光栄（天水鳥）

　佐藤　　智（横浜市）

　
黒
1
の
ツ
ケ
が
、
臼
の
眼
形
を
隈
定
し
、
コ
ゥ
に
灘
く
乎
筋

で
す
、
も
ち
ろ
ん
ウ
ッ
テ
ガ
エ
シ
ね
ら
い
で
、
藏
2
の
受
け
は

や
む
を
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
黒
3
の
ツ
ケ
が
続
く
手
筋
、
臼
4
以
下
8
ま
で
の
謙

ウ
に
す
る
の
が
疋
解
で
す
。
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潟
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な
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と
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き
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ん
の
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萌
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烈
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○
○
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講
座
内
容

　
電
餓
の
基
礎
兜
識
、
修
理
夷
欝
、

　
料
理
実
習
、
施
設
見
掌
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
粟
北
電
力
（
株
）
牽
鷺
町
営
業
勝

　
　
　
　
お
霧
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
謙

　
費
〇
二
流
七
…
五
二
…
三
一
〇
七

一

篠

‘8

短
歌

そ
ろ
も
ん
ド

相
闘
の
歌
は
つ
ら
つ
ら
ほ
ろ
苦
し

　
　
　
　
　
万
葉
人
の
熱
き
思
い
は

　
　
　
れ
ざ
　
も

家
持
が
吾
妹
を
偲
ぶ
せ
つ
せ
つ
と

　
　
　
　
歌
に
託
せ
ば
歌
は
艶
め
く

家
持
の
偲
ぶ
吾
妹
の
遺
し
た
る

　
　
　
　
な
で
し
ニ

　
　
　
　
撫
子
の
花
涙
で
枯
る
る

　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
　
俊
心

俳
句

ハ
奥
多
摩
の
造
酒
屡
を
訪
ね
て
｝

梅
の
柑
越
後
杜
氏
の
蔵
唄
も

梅
浮
か
べ
越
後
の
米
の
原
酒
汲
む

観
梅
の
中
働
け
る
農
夫
婦

　
　
　
　
　
埼
玉
県
草
加
市
　
樋
ロ

標
高
差
知
る
す
べ
も
無
く
山
笑
ふ

観
膏
堂
内
ふ
と
こ
ろ
に
山
笑
ふ

念
願
の
圏
翻
心
歩
春
段
和
り

早
春
の
湯
沢
後
に
四
國
の
旅

早
春
の
草
津
路
は
る
か
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
観
音
寺
　
滝
沢
　
流
石

春
待
て
ど
今
日
も
今
β
も
と
雪
の
降
る

春
雪
と
あ
な
ど
り
難
き
絵
寒
か
な

仲
『
春
の
言
繭
蛋
、
鞭
彊
壁
“
鯉
｛
い
道

　
　
　
　
　
豊
　
田
　
高
沢
　
哲
山

栄
屋

素
秋

丸
久

（
藤
助
）

ヨ
　
　
ゆ

力
　
癒
V

素
人
と
見
抜
い
た
釘
は
ソ
ッ
ポ
向
き

ま
っ
す
ぐ
に
歩
い
て
友
は
つ
い
て
来
ず

く
れ
そ
う
な
ロ
ぶ
り
忘
れ
た
よ
う
に
行
き

　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
村
　
正
孝
（

詩　
　
停
草

爾
　
は
じ
ま
り
の
雨
は

音
も
な
く
射
に
降
り
そ
そ
ぐ

趨
ら
の
重
み
に
耐
え
か
ね
た

雪
に
し
み
入
り
　
白
さ
を
ぼ
か
し

山
を
　
家
を
　
橋
を
霧
で
つ
つ
む

ど
こ
か
ら
か
　
煙
の
に
お
い
が

老
い
た
人
の
な
つ
か
し
さ
を
運
び

木
の
芽
が
し
っ
と
り
ぬ
れ
て

ふ
く
ら
み
を
お
び
る
の
を

懐
胎
の
よ
う
に
想
像
す
る

都
会
の
く
ら
し
の
中

郷
愁
に
か
ら
れ
　
く
り
返
し

描
い
て
い
た
の
は
こ
ん
な
雨
の
日

ま
ど
ろ
み
が
許
さ
れ
る
漂
う
よ
う
な
春

や
さ
し
さ
の
す
べ
て
を
産
む

ふ
る
さ
と
の
春
の
は
じ
ま
り
の
雨

囎
月
の
晴
れ
癒
と
決
意
と
に

く
だ
か
れ
る
前
の
つ
か
の
間

　
　
　
　
　
　
天
水
島
　
高
橋
　
玲
子

鮮
烈
な
色
彩
を
も
つ
豊
饒
な
春
は
い
ら
な
い 一

枚
囲
〉

（
中
山
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　購　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　縫　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　襲　　　　　　　　騰　　　　　　灘　　　　鱗　　　羅　　難　霧

鐵

　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　鑛　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　灘　　　　　　纏　　　　震翻

新山住宅の入居者募集！
　町では新繊住宅（小鶴麗さん麟〉の入屡餐を募集しています。

　新山住宅は木造2階建で、いつでも入縁でき豪す、

◎家　賃　　1か月2（），倉（搬門

⑨間取移　隻階（玄関，台所、騰議場、優所、穂蜜6畳x2間、

　　　　物置）2階（穂室δ畳＞（1間）

＠串し込み及び問い合わせ先

　　　　松之鐵町役場建設諜建設係（岱6…31鍍内線35）

大厳寺高原の宿泊施設

ば一どが一でんは今年営業しません

　皆さまからご利驚いただいてお9ますば一どが一でんは、都合に

より今隼は営業しません．

　　労働保険の申告・納付は早めに
　平成5年度の年度更新における労働保険料の購告と納付の受付け

が、4月玉欝から5月17iヨまで行われます療

　まだ、手続きの済んでいない事業主の方は、できるだけ早めに保

険料申魯書に保険料を添えて、簸寄りの銀行等に串告納付してくだ

さい。

胴

ぎ禽，轡禦君善

o　　　　　　（
　　　　qだ・ノ

シ　　　㌣． 1ヤ
睾

！ダン’c

《露乞．　春
　　　ひ

　　一

実 一

態や
サ
過
ぎ
る
と

b
・
え
）
マ

汝
肉
た
な
“

　
の
で
す誘

〃1

　
　
　
・
超

　
　
↑
署

調
尊

レ
牌

麹
㌧

e
轟

＼帰
褻

八

t

鷺

繭

イ　鷺　ハ　蕩　串　へ　ト　華　サ　ヌ　～診

　黒先コウ（5手まで〉

3
月
号
の
答
え

　
4

6
2
　
　
8

～

　i誌碁の解答を募集してい

ます。4月27疑までにハガ

キなどで広報i胆i当まで

正解者には糎繍を進呈

疋解者

　久保田光栄（天水鳥）

　佐藤　　智（横浜市）

　
黒
1
の
ツ
ケ
が
、
臼
の
眼
形
を
隈
定
し
、
コ
ゥ
に
灘
く
乎
筋

で
す
、
も
ち
ろ
ん
ウ
ッ
テ
ガ
エ
シ
ね
ら
い
で
、
藏
2
の
受
け
は

や
む
を
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
黒
3
の
ツ
ケ
が
続
く
手
筋
、
臼
4
以
下
8
ま
で
の
謙

ウ
に
す
る
の
が
疋
解
で
す
。

‘9



広報

罰
、

饗鱒鰻餐鵜麟．馨㈱

若さでそれぞれの目標にチャレンジしてください（献式〉

懸 　
　
　
　
　
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　灘難

、磁
　　　　、甑，　　　　』　　　　　1

　　1叢『

糞
・
勲
灘

灘

纐

鰻今月号の話題蝋
ク買スカントリースキー一大会・・………・2静3

％入掌入懸特集一φ……一……・・一…一4φ5

成人式一……………◆一一……・……◎…・…6

姻のフォトニュース・…一一・…一8・9

集落探訪（東1助・…・一……・一…一鐙ゆn

公疑館だより一………一・・一……一鶏要姶

　　　　　　　　～一隔
　　道路を渡るときは手をまゴずて！

　　　　　　（松里保欝所〉

おめ罎た《雛1》　　　（生年朋）

春香ちゃん　志翼義簸・美智子さんの長女

　　　　　三桶（大購〉　5・3・2i

お《糟み《蹴》　　〈死亡年鯛〉

高藤秀吉さん　80歳

　　　　　湯本（松野屋〉　5・3・4

掘灘礒さん88歳

　　　　　水梨（久善）　　5・3・6
渡辺トメさん　90歳

　　　　　熱潟（．L卿　　5・3・20

蕩鰍搬さん8臓
　　　　　天水島（鉄［節　5・3・2夏

本山3シさん　61歳

　　　　　北浦灘（十三狂堂）5・3・22

南雲正犠さん5違歳

　　　　　酋之蔚（五香麗〉5・3・26

畷搬春栄さん　簿歳

　　　　　藤倉（下〉　　5・3・29
※3馨王資カン環霞までの騒鐵分です臼

28

購
　
ス
キ
ー
カ
…
ニ
バ
ル
・
カ
ザ

　
　
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

29

繕
　
議
余
臨
時
会

雛
照
　
農
協
脅
併
予
備
契
約
調
郎
式

▼
4
月
”
臼
～
5
月
沁
田
の
予
定

矯
撚
　
献
撫
（
役
場
）

綿
縫
第
七
灘
松
之
山
温
衆
ク
汀
ス

　
　
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

20

嬉
　
簾
落
総
代
会

3
爾
成
人
式

　　りす絡

くぽたひろみさん

　（蕾根嘗七）

㊨

　　りす絹
たけうちみさきさん

　（湯之島　うすや〉

、
入

おとうさんがズポンをはいてて、おかあさ

んがスカートをはいているところ

　26　25　24　22　2墨　王7　15
　爾　1－1蓬日　聡　懸　鷺　縫

式松各規艇慮湯安

みんながおにこっこしたりしてあそんで

いるところ

U10　　8　4　▼
績　1．l　　l．ヨ　β　3

　　　　　　月
技松躍議疑の
　　　　森蟹

曽
・
綻
鼠
が

　
δ
　
　
　
’

〆
ρ
・
フ

誕
・

　
o
r
　
　
　
o

で
き
ご
と

会
定
鋼
会
（
n
欝
ま
で
）

之
山
中
掌
校
卒
叢
式

遵
場
作
晶
展
添

m
漏
ま
で
・
セ
ン
タ
ー
）

蕎
松
之
山
分
校
卒
榮
式

痢
工
区
竣
工
式

生
蚕
鰻
協
議
余

小
掌
校
卒
桑
式

之
撫
・
浦
田
保
膏
勝
卒
翻

広
報
毫
の
や
ま
露
灘
響
　
｝

護
．
濠
賢
窯
蕎
響
　
皿

発
行
／
漸
潟
県
松
之
山
購
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

皿
F
A
x
⇔
一
箋
宍
ヒ
…
一
一
茎
誰

廉騒………」

　
　
　
　
　
　
　
…
き
モ
し

縢
舅
…
鷺
の
人
嶽

総
人
撒
／
三
、
六
烹
ハ
2
二
穴
）
・

　
　
男
／
一
、
七
七
一
（
▲
…
七
）

　
　
女
／
一
、
八
麟
烈
（
▲
　
九
）

世
帯
数
／
一
、
一
蕊
繭
（
▲
　
ピ
〉

（
　
）
内
は
三
月
一
繍
と
の
比
較

’
▲
は
滅

　
　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
黒
月
下
旬
に
予
想
外
の
大
雲
が
降

り
、
膨
ら
み
は
じ
め
て
い
た
本
々
の

藩
も
寒
そ
う
で
し
た
．

　
さ
て
、
照
屑
は
、
癬
年
度
ス
タ
ー
ト

の
絹
で
す
、

　
頼
入
盤
・
覇
入
園
懸
を
迎
え
た
学

校
や
保
欝
蟻
も
、
子
供
た
ち
の
葬
汎

な
声
で
瀬
紙
が
出
て
き
牽
し
た
。

　
ま
た
、
特
甥
養
護
懸
人
ホ
…
ム
不

懲
繍
も
オ
ー
プ
ソ
し
、
職
轟
の
皆
さ

ん
は
次
々
に
入
斬
し
て
く
る
お
年
霧

り
の
介
護
に
忙
し
そ
う
碧
、
し
た
、

　
広
報
も
紙
し
い
企
響
弼
．
取
り
入
れ

た
い
と
思
い
塞
す
の
晒
＼
皆
さ
ん
の

ご
憲
見
や
ご
婆
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薩
藤

20

ー
ト
の
ー


